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3.9 東京都町田市 

3.9.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

 

１.自治体名 東京都町田市 

２.実践テーマ 課題解決に向けた主体的・協働的な学び 

３.教科等 国語科・社会科・総合的な学習の時間 

４.学年 小学校 4年～6年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

21 世紀型能力の中核となる「思考力」の中でも、「特に他人と考えを合わせ、新しく

答えを創造できる力を育成すること」を目的として、総合的な学習の時間を中心とした

年間指導計画に課題解決の過程に即した ICT 活用を配列した。 
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６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC 10 4 人に 1台 
平成 27 年 

10 月 

デスクトップ端末 40 1 人に 1台 
平成 20 年 

4 月 

大型ディスプレイ

（32インチ） 
各教室 1台   

平成 20 年 

4 月 

大型ディスプレイ

（50インチ） 
4   

平成 20 年 

4 月 

電子黒板 1   
平成 20 年 

4 月 

プロジェクター 4   平成 17 年 

デジタルカメラ 10     

高速無線 LAN   
校内 100％ 

整備 

平成 20 年 

4 月 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

「タブレット PC 重点設置校」の指定 

平成 24年から開始して現在、実証校の 2校を含む小学校 5校、

中学校 4校を指定して、タブレット PCを 5台程度配備してい

る。実証校の本町田東小学校及び町田第六小学校には平成 26

年度からタブレット PCを追加で 5台配備して日頃の授業で活

用するほかに、小学校教育研究会や校内研究会の授業研究等

を行っている。 
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3.9.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

「総合的な学習の時間」を中心に、各教科で取り組んだ内容を関連づけた年間指導計画となっ

ており、ICT 活用は課題解決のプロセスに位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11 東京都町田市 小学 4年生 モデルカリキュラム（MC） 年間指導計画より抜粋 
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3.10 長野県大町市 

3.10.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 長野県大町市 

２.実践テーマ ⑦課題解決に向けた主体的・協働的な学び 

３.教科等 算数・数学、理科 

４.学年 小学校 3年～中学校 3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

(1) 小中連携または一貫教育に利用できるモデルカリキュラムの作成 

①算数・数学・・・「図形」「関数」の 2領域で、小学校 3年から中学 3年までの単元のつな

がりがわかる系統表を作成した。 

②理科・・・「粒子」「地球」の 2領域で、小学校 3年から中学 3年までの単元のつながりが

わかる系統表を作成した。 

③系統表における単元において ICT が有効にはたらく授業場面が一覧できるようになって

いる。 

(2)協働的な学習を活性化するためにどのように ICT を利用したか。 

①学習課題をとらえることができるようにするためのツールとして。 

 本時の課題について文章や図を用いて電子黒板で大きく拡大して表示したり、動画を使っ

て視覚的に問いの意味をとらえさせることで、児童生徒が本時は何に取り組んだらよいのか

を理解しやすくなる。また教師は本時の課題をタブレット PC を用いて瞬時に個々の児童生

徒に配布することができる。 

②記録しておいたものを活用することができるようにするためのツールとして。 

 前の時間に学習した内容や考え、他の班が行った実験の様子、終了してしまった実験結果、

野外活動での記録など ICT を用いると何度でも再現できて確認できる。こうしてあやふやだ

った事象や記憶が鮮明になることで個々の思考が進む。 

③多様な考えを生み出すためのツールとして。 

タブレット PC を用いると安心して何度も消したり書いたりできる。そのために例えばモ

デルを考えて書く、グラフを書く、補助線を引くなど、ノートでは面倒だった作業に児童生

徒は意欲的に取り組むようになる。その結果、ひとりひとりが自信をもって考えを表明でき

るようになり多様な考えを引き出すことができる。 

④考えを共有し、意見交換することができるようにするためのツールとして。 

ノートに書かれた考えをタブレット PCで撮影して送信する。考えをタブレット PCに直接

書き込んで送信する。また進捗状況を送信する。こうして一斉に表示された場面を見ること

で、他の人の考えや進捗状況をすぐに知ることができるようになる。そのために他の友達と

の同意点や相違点がわかり意見が出しやすくなる。またタブレット PC を用いると説明しや

すいので隣同士や班の中での話し合いが活発になる。  
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 (3)学年ごとの有効な ICT 利用 

  ①小 3～小 4・・・学習課題に関する動画や図表、記録しておいた実験などを見ることで関

心意欲が高まり、すすんで授業に取り組む。 

  ②小 5～中 1・・・タブレット PC をノート代わりに使うことで、消したり書いたりが 

    容易になり、自分の考えを自由に表現しやすくなる。 

  ③中 2～中 3・・・タブレット PC を使って個々の考えを説明することで、意見交換が 

    活発になる。 

６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

電子黒板 各校 3～ 

14 台 

各学校によ

る 

平成 21 年～ 

タブレット PC 各校  20～

35 台 

1 クラス 1 人

1台 

平成 27 年～ 

デジタルハイビジ

ョンカメラ 

各校 2～ 

6 台 

1 クラスグル

ープ毎 

平成 26 年～ 

LAN 環境 各校 全教室 平成 21 年～ 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

・先進校の見学 

・講演会の開催 

・タブレット PC 操作講習会の実施 

・ICT 活用推進委員会の開催 

・理科部会、算数・数学部会の開催 

・実証授業の実施 
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3.10.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

９年間にわたる学習内容系統表に ICT 活用の場面が記載されているとともに、発達段階

に応じて ICT 利用の目的が設定されている。 

 

 

 

 

 

図 3-12 長野県大町市 算数・数学学習内容系統表（図形領域） 

 

  

○数字：授業時数　　　　
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図形の領域で育てる見方・考え方の指導計画（算数・数学科）

大きさくらべ（１） ⑥

・長さや量を比べる

大きさくらべ（２） ②

・面積を比べる

長さ ⑩

・長さの単位と測り方と加減

かさ ⑧

・かさの単位と加減

時間と長さ ⑧

・時刻と時間

・長さ調べ

かたちづくり ⑥

・辺で多角形を構成

・三角形で多角形を構成
ぼうをつかえば、いろいろな

かたちをつくることができる。

△をつかえばいろいろなかた

へんの長さや直角を見て、なか

まわけをしたり、いろいろなか

たちをつくることができる。

円や球の半径はみんな

同じ長さである。

辺や角の大きさを見て、なかま分けがで

きる。

平行や垂直を見つけて、辺

や平行の位置関係を見つけ

たり、立体の性質をとらえ

る。

平面、空間の中で、図の角度や長さを測り

ながら形や大きさの特徴を見付ける。

三角形の内角は180°

長方形の面積からいろいろな

小数×小数 ⑪

・小数のかけ算（体積）

小数÷小数 ⑨

・小数のわり算（長さ）

対応する点と点を直線で結ぶ

と性質がわかる。

正の数負・負の数 ㉔

合同な図形

・合同な図形とかき方

・三角形と四角形内角

面積 ⑬

・三角形･平行四辺形の面積

・いろいろな三角形･四角形の面積

円と正多角形⑧

・正多角形 ・円周と直径

対称な図形 ⑪

・線対称･点対称・多角形と対称

角度や線分の長さに着目して、

空間の中で点、線、平面、立

体を捉える。

角度や線分の長さに着目して、点、

線、面を捉える。

式の計算 ⑫

平方根 ⑭

図形の調べ方 ⑯

・平行と合同 ・証明

図形の性質と証明 ⑱

・三角形 ・四角形

図形と相似 ㉔

・図形と相似 ・平行線と線分の

比

三平方の定理 ⑫

・三平方の定理 ・三平方の定理の利用

合同条件をもとに、図形

の性質を証明する。

相似の図形は、角度は変わらず対応する

線分の比は等しい。

弧の中心角に着目して円周角を

活用する。

斜辺を見付けて、三平方の定理を活用する。

平面や空間の中で、いろいろな図形について性

質を判断し、活用することができる。

ＩＣＴ活用（学習課題をとらえることができる）
・相似問題が作成された過程を動画で見た後に、各自で証

明を考え、グループで説明しあう。・タブレットで解答を撮影

し、全体で共有する。

体積は１ｃｍ³の立方体がい

くつ分

角柱･円柱の体積は

底面積×高さ

円と球 ⑩

・円のきまりと性質 ・球の決まりと性質

三角形 ⑩

・二等辺三角形と正三角形 ・角の大きさくらべ

直方体と立方体 ⑫

・直方体･立方体と展開図

・面や辺の平行と垂直

面積は１ｃｍ²の正方形がいくつ分

三角形と四角形 ⑧

・三角形と四角形

・直角三角形、長方形、正方形

・△や□を使った図形の構成

体積 ⑪

・体積のきまりと求め方

角柱と円柱 ⑥

・角柱と円柱

・見取図とてん開図

ＩＣＴ活用（考えを共有し意見交換することができる）
・各自で平行四辺形の面積の求め方について考えた後に、タ

ブレットを使って、グループで平行四辺形の面積の求め方に

ついて説明しあう。・デジタル教科書に記載された動画を見

る。
立体の体積 ⑤

・立体の体積

円の面積は半径×半径×3.14（円周率）

拡大図･縮図は角度は変わらず、

辺の比が同じ。

空間図形 ⑱

・立体と空間図形

角度や線分の長さに着目して、三角形の

合同をもとに図形を捉える。

合同の証明

相似の証明

円の性質 ⑨

・円周角と中心角・円の性質の利用

三平方の定理の活用

ＩＣＴ活用（多様な考えを生み出す）
L字型の面積の求め方についてタブレット

を使って自由に補助線をひいて色々な求

め方を考え、全体で共有する。

角とその大きさ ⑦

・角の大きさの測り方

垂直･平行と四角形 ⑫

・垂直と平行のきまりとかき

方

面積 ⑫

・面積のきまりと求め

方

・大きな面積とその単

位

がい数とその計算 ③

・がい数の表し方と計算

（面積･人口･料金等）

円の面積 ⑯

・円の面積

分数×分数 ⑪

分数÷分数 ⑪

図形の拡大と縮小 ⑧

・拡大図･縮図、そのかき方と利用
およその大きさ ③

文字の式 ⑰

平面図形 ⑯

・直線図形と移動

・基本の作図

面積の定義

平面や空間の中の点や線、平面の角度や距離

に着目して、図形の特徴を捉える。

体積の定義

円の定義

ＩＣＴ活用（多様な考えを生み出す）
配布された星型の図を使って５つの角度の和の求め方

について各自で考え、全体で共有する。

ＩＣＴ活用(考えを共有し意見交換することが
できる）
基本問題の解答について全体で共有した後に、ジャ

ンプ問題の解答を各自で考え、グループで求め方に

ついて話し合う。

ＩＣＴ活用(考えを共有し意見交換することができる）
タブレットに配布された図を使って３つの正方形の面積の間にはどんな関係が

あるかグループで考え、全体で共有する。

ＩＣＴ活用（多様な考えを生み出す）
タブレットに配布された円を使って補助線を引き、円周角の定

理について証明を各自で考え、全体で共有する。

円の活用

○児童生徒１人1台のタブレット端末活用

○グループに１台のタブレット端末活用

○グループに１台のタブレット端末活用

○児童生徒１人１台のタブレット端末活用

○教師による電子黒板活用

○グループに１台のタブレット端末活用

垂直や平行を見つけ、四角形の

なかま分けや性質を見つける。

体積は底面積に高さをかける。

図形の定義

○児童生徒１人１台のタブレット端末活用
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3.11 静岡県伊東市 

3.11.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１．自治体名 静岡県伊東市 

２．実践テーマ ⑦課題解決に向けた主体的・協働的な学び 

３．教科等 国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図工 体育 

４．学年 小学校 1年 ～ 6 年 特別支援学級 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

「協調的問題解決における思考力・判断力・表現力の育成」と「ジグソー学習法の各段階におけ

る ICT の効果的な活用」 

本カリキュラムは、ジグソー学習法を中心とした協調的問題解決の授業（協調的に問題解決を

する場面があればジグソー学習法ではない授業も含まれている）において、効率良く思考を共有

したり、理解を深めたりすることを目的として ICT を活用している。エキスパート活動（情報を

収集したり資料を読み取ったりする場面）、ジグソー活動（グループで協調的に課題を解決する

場面）、クロストーク（課題に対する解を全体で確認したり考えを練り直したりする場面）の 3

つの各段階における ICT 活用を示している。例えば、エキスパート活動では、必要な情報や資料

をタブレット PC で検索したり、ホワイトボードにまとめたことを撮影したりする場面で用いて

いる。ジグソー活動では、それぞれが持ち寄った情報や写真を課題解決のためにタブレット PC

で提示して説明する際に主に用いている。クロストークでは、大型モニターにそれぞれのグルー

プがまとめたボードの写真を提示したり、その写真をサーバーに保存し、各端末から閲覧したり

する場面で用いている。ジグソー学習法ではない授業でも、それら 3つの段階に準じた活動が行

われた授業は取り上げている。 

 また、低学年ではタブレット PC のグループでの閲覧や大型モニターでの確認という使い方か

ら、高学年になるにつれてグループ 1台及び 1 人 1台のタブレット PC 間の情報の共有を目的と

した使い方をしている傾向にある。学年が上がるにつれて、見て確認することから、学習したこ

との記録、さらには記録の共有というように、より能動的に情報の共有をするためのツールとな

っている。特別支援学級ではアプリケーションを使った成果物の作成というように、書いたり作

ったりする活動を支援するツールとしての提案もされている。 

  

６. 参考 

本事業に取

り組む背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

教育用 PC 1 校当た

り 40台 

パソコン教室に設

置（東小 40台、旭

小 40台） 

 

平成25年 10月 

ユニット型

電子黒板 

1 校当た

り 1台 

（東小 1台 

旭小 1台） 
平成25年 10月 

実物投影機 1 校当た

り 1台 

（東小 1台 

旭小 1台） 
平成25年 10月 
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タブレット

PC 

63 台 

 

（東小 41 台 旭

小 20 台 静岡大

学益川准教授より

提供、市より各校

1台ずつ） 

平成 26 年 4 月 

平成 27 年 4 月 

平成 28 年 4 月 

大型モニタ

ー 

8 台 

 

東小各学級 1台 

旭小各階 1台（パ

ナソニック教育財

団助成金より） 

平成 26 年 9 月 

平成 28 年 3 月 

平成 28 年 8 月 

無線 LAN ア

クセスポイ

ント 

5 台 

 

 

東小、旭小各階に

1台 

 

 

平成26年 11月 

平成27年 12月 

平成 28 年 4 月 

平成 28 年 8 月 

タブレット

PC 用サーバ

ー機器 

2 台 東小 1台 

旭小 1台（アクセ

スポイントと兼

用） 

平成 27 年 9 月 

平成 28 年 8 月 

虫眼鏡型ラ

イブカメラ 

 東小のみ（パナソ

ニック教育財団助

成金より） 

平成 27 年 9 月 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

伊東市立東小学校は平成 24 年度から静岡大学大学院益川准

教授を招聘し、思考力・判断力・表現力の育成を目指してジグ

ソー学習法を導入し、6 学年算数「並べ方と組み合わせ方」の

単元は、毎年改善しながら実践、検証を行っている。平成 25

年度の市の指定研究発表会では、確かな学力育成を目指した実

践研究においてジグソー学習法の有効性を提案した。平成 26

年度、27年度はパナソニック教育財団の助成を受け、ジグソー

学習法における思考の共有化を図ることを目的として、大型モ

ニター、タブレット PC を中心とした ICT 機器を導入し、実践

を行った。平成 28 年度は、他教科、他学年の実践でもジグソ

ー学習法や ICT 導入の有効性を検証するために、昨年度までの

実践を改善し授業研究に取り組んでいる。 

伊東市立旭小学校は、静岡県が作成した人間関係づくりプロ

グラムの実践研究を継続して行い、不登校児童数や問題行動件

数が減少するという成果を得ることができた。その成果は、平

成 24年度、25年度の市の指定研究発表、平成 26年度の自主発

表において発表した。平成 27 年度は、形成されつつある友好

な人間関係を授業に生かしながら、主体的に活動する意欲や、

自分の思いを伝える表現力の育成を目指し、東小のジグソー学

習法を参考に、ICT を活用した実践に取り組んだ。平成 28 年度

は、タブレット PC の増加、大型モニターの設置、無線 LAN 環

境の整備等、環境面での充実が図られ、高学年を中心に活用の

幅を増やしている。 

  

平成２７年９月 
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3.11.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

ジグソー学習法におけるエキスパート活動、ジグソー活動、クロストークの各段階における

ICT 活用の内容が記載されている。 

 

 

 
 

図 3-13 静岡県伊東市 小学 5年 ジグソー（ICT）実践一覧 より抜粋 

 

  

学期 月 ねらい 主な活用場面 方法 利用するICT環境

5 2学期 9月 家庭科
はじめようソーイン
グ

玉結び・玉止めなど手縫いの
基礎的な技能を習得し、布を
使って生活に役立つ小物を
作る。

既製の服のボタンが取れた時に、そのボタンを
付け既製の服を大切に使う。
生活に役立つ小物にボタンを付ける。

ボタンつけのやり方が言
葉だけでは伝わりにくい

ことを視覚的に分かりや
すく伝える。

子どもが自ら課題を見つ

け映像を繰り返し再生す
ることで解決し技能の習

得を図る。

課題や情報を
全体で共有す
る場面

教科書指導書付属の映像を
再生しながら説明。
子どもが必要に応じて再生で
きるようにする。

大型モニター
PC
教科書指導書付属DVD

5 2学期 9月 算数 倍数と約数

約数や倍数の具体的な場面
における問題を話し合いなが
ら解決し、約数・倍数、公約
数・公倍数、最大公約数・最
小公倍数の考え方を見出
す。

ジグソー学習法で実施。３つの数についての最
小公倍数（バスの出発時刻）や最大公約数（縦
割り班の人数）を求める具体的場面を課題とし
て設定。エキスパート班では、１つの数につい
て倍数や約数を求める。ジグソー班では、見付
けた倍数や約数を比較し、最小公倍数や最大
公約数を見付ける。

他の班がまとめた
ボードを参照し、再
度自分たちの考え
を練り直す。

クロストーク
ジグソー（各班
の情報を共有
し、課題解決
する場面）

ジグソー班でまとめたボードを撮影

し、サーバーへ保存。クロストークで
解答や意見が異なる物について、いく

つかの班のボードを提示した後、再度

ジグソー班で考えを練り直す際に、各
班の保存したデータを参照しながら、

自分たちのボードを加筆修正してい
く。

グループ１台タブレット
ファイル共有用サーバー
大型モニター

5 2学期 10月 理科 台風と天気の変化

台風による天気の変化に興
味をもち、資料を活用して、台
風の進路や天気の変化につ
いて調べ、台風は西から東
への天気の変化の仕方とは
異なる特有の動きをすること
を捉える。

台風がどのような動きをしているかを捉えるた
めに、今年発生した台風の進路が分かる情報
を、webサイトで検索する。検索した画像を見な
がら、白地図に動きを線で表していくことによ
り、台風が、おおよそ、南の海上で発生し、西に
移動してから日本列島に近づいてくることを捉
えていく。

検索した画像を後で
参照するために保
存する。また全体で
共有するため。

情報を収集す
る場面

今年発生した台風の動きをタブレットを用

いてインターネットで検索。衛星画像や気

象庁のデータなど、見つけたデータをスク

リーンショットで撮影し、サーバーに保存

していく。ある程度保存できたところで、み

んなで見つけた分かりやすい画像を参照

しながら白地図に各台風の動きを線で記

入していく。

グループ１台タブレット
ファイル共有用サーバー
大型モニター

5 2学期 11月 社会
情報化した社会と
わたしたちの生活

我が国の情報産業や情報化した社

会の様子について、放送、新聞など

の産業と国民生活とのかかわりを調
査したり資料を活用したりして調べ、

情報化の進展は国民の生活に大き
な影響を及ぼしていることや情報の

有効な活用が大切であると考える。

ジグソー学習法で実施。エキスパート班では、テレビ・
雑誌・インターネットの、三種のメディアのそれぞれの
特徴をとらえ、ジグソー班では、それぞれの特徴をふま
えた上で、「話題の映画がおもしろそうか知りたい」時
に、どのメディアを活用して情報収集するのが適切か
考える。

メディアの特徴を視
覚的・体験的にとら
えること、また、相手
に意見を伝える際
のツールとするこ
と。

エキスパート
（情報を収集
する場面）
ジグソー（収集
した情報を伝
達する場面）

予め用意しておいたニュース番組
の録画、模擬的に作った掲示板サ
イトをすぐに開けるようにしておき、
メディアの特徴について考える
際に、それらを閲覧する。また、
意見交流の際に改めて見直す。

グループ１台タブレット

5 2学期 11月 算数 図形の面積

必要な部分の長さを測り、既
習の長方形や正方形などの
面積の求め方に帰着させ、計
算によって求めたり、新しい
公式をつくり出し、それを用い
て求めたりすることができる
ようになる。

ジグソー学習法で実施。エキスパート班では、
長方形や平行四辺形など、提示された計算式
をもとにそれぞれどのように変形すれば求めた
い図形（三角形や台形など）になるかを考え
る。ジグソー班ではそれぞれの変形を持ち寄
り、どの方法にも共通する公式を求める。

他の班がまとめた
ボードを参照し、再
度自分たちの考え
を練り直す。

クロストーク
ジグソー（各班
の情報を共有
し、課題解決
する場面）

ジグソー班でまとめたボードを撮影
し、サーバーへ保存。クロストークで

解答や意見が異なる物について、いく

つかの班のボードを提示した後、再度
ジグソー班で考えを練り直す際に、各

班の保存したデータを参照しながら、
自分たちのボードを加筆修正してい

く。

グループ１台タブレット
ファイル共有用サーバー
大型モニター

ICT活用
学年

指導時期
教科 単元 単元目標 学習活動の概要

ジグソー（ＩＣＴ）実践一覧 ５年
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3.12 愛知県岡崎市 

3.12.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 愛知県岡崎市 

２.実践テーマ ①外国語活動・英語教育、②理数教育、 

⑦課題解決に向けた主体的・協働的な学び、⑧情報活用能力の育成 

３.教科等 数学科・理科・英語科 

４.学年 中学校 1年～3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

数学科、理科、英語科の 3 教科のモデル授業案（今年度末までに 72 案が完成）について、こ

れまでの授業実践と検証の結果を踏まえ改善を図りながら蓄積を進めるとともに、効果的にタブ

レット PC の活用が図られるように配列することでモデルカリキュラムへの位置付けを明確にす

る。 

単元の特性や学習内容によって、タブレット PC のどの機能をどのように使えば効果的である

のかを検討し、例示することによって汎用性のあるモデルカリキュラムとなる。このモデルカリ

キュラムを基に、各学校において、タブレット PC の機能特性に応じた授業づくりを自立的に行

えるようになる力を高めていく。 

 

【タブレット PC 活用モデルカリキュラム（数学科）】 
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【タブレット PC 活用モデルカリキュラム（理科）】 

 

 

【タブレット PC 活用モデルカリキュラム（英語科）】 
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６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC 各学校 

20 台～60台 

学校内で共

有 

平成 26 年 

10 月 

無線アクセスポ

イント 

各学校 

20 台～60台 

学校内で共

有 

平成 26 年 

10 月 

教室用 PC 1 全教室設置 平成 27 年 

9 月 

大型モニター 1 全教室設置 平成 21 年 

9 月 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

○岡崎市立葵中学校（タブレット PC 活用パイロット校）  

平成 26 年 10 月 14 日（火） 

学び合い・磨き合いを軸にした思考力・判断力・表現力の育成  

平成 27 年 10 月 20 日（火） 

主体的・協働的な学習を軸にした、思考力・判断力・表現力の

育成 

平成 28 年 11 月 9 日（水） 

協働的に学ぶ授業の創造～ICT の有効活用を通して～ 

 

○市内全 20 中学校においては、毎学期、全学年、英語、理科、

数学の 3 教科において、授業モデル案を基にしてタブレット PC

を活用した実践に取り組み、授業後にアンケートを集約した。

特に、パイロット校である葵中学校、新香山中学校については、

大学教授等の助言や教育委員会特別委員会である情報教育推進

委員会の支援を受け、授業モデル案の検証に取り組んだ。 

 

 

 

  



73 

 

3.12.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

モデル授業案を基に、単元の特性や学習内容に対して効果的なタブレット PC の機能が例示さ

れている。 

 

 

図 3-14 愛知県岡崎市 英語科 タブレット PC活用モデルカリキュラム 

  

月 日 自己紹介 朝食調査 ３単現のＳ 一般動詞の復習 現在進行形 文化の比較 流暢な音読

英

語

科

日 記 不定詞 メール 電話対応 接続詞 There is(are) 比較表現 買い物（接客）

タブレットＰＣ活用モデルカリキュラム（英語科）

１

年

２

年

プレゼンテーション リスニング 道案内 誘 い 意見作文 意見作文 関係代名詞 推理（読み取り）

３

年

情
報
活
用
能
力
の
高
ま
り

１ 学 期 ２ 学 期 ３ 学 期

自作教材を活用し、
月や序数（日付）、
誕生日の尋ね方に
ついて個別練習を
行う。

英語で自己紹介を
行う姿を動画撮影
し、発音や身振り
を確認するととも
に、相互にアドバ
イスを行う。

自作教材を活用し
て朝食の表現を学
んだあと、健康的
な朝食を摂ってい
るかの調査をする。

自作教材を活用し
たクイズに個別で
取り組み、複数形
のｓと三単現のｓ
の違いを確認する。

デジタル教科書を
活用した個別練習
を通して、一般動
詞の肯定文・否定
文・疑問文の理解
を深める。

自作教材を活用し
てインフォメー
ションギャップの
あるコミュニケー
ション活動に取り
組み、現在進行形
の活用に慣れる。

デジタル教科書を
活用した発音練習
に取り組み、正し
い発音と抑揚のあ
る読み方を身に付
ける。

自作教材を活用し
た音読練習を通し
て、過去形の用法
について習熟を深
める。

カメラ機能を使用
し、自作の日記を
録音し、発音を確
認する。

自作教材を活用し、
不定詞の用法につ
いて確認したり、
個別練習を行った
りする。

タイピングで実際
に英語のメールを
書くとともに、そ
の返信の仕方につ
いても学ぶ。

自作教材を活用し、
電話で友人を誘う
表現を学び、誘え
るように練習をす
る。

自作教材を活用し、
ユニバーサルデザ
イン商品について
学んだり、それに
ついて説明をでき
るようにする。

自作教材を活用し、
音声を聞き取って
物の場所を示した
り、言えたりでき
るようにする。

自作教材を活用し、
繰り返し練習をす
ることで、比較級
の用法についての
理解を深める。

デジタル教科書を
活用して、買い物
で必要な表現を復
習し、英語で買い
物ができるように
する。

自作教材を活用し、
日本や外国につい
て説明することで、
プレゼンテーショ
ンに必要なスキル
を身に付ける。

デジタル教科書を
活用し、教科書本
文の聞き取り活動
を行い、内容を理
解する。

自作教材を活用し、
電車の乗り換え方
を尋ねる際に必要
な表現の練習や、
実際の場面を想定
したコミュニケー
ション活動を行う。

自作教材を活用し、
映画に誘う会話文
を聞き取ることで、
他人を誘うために
必要な表現を理解
し、活用する。

インターネットの
辞書サイトを活用
しながら、電子辞
書の使用について
自分の意見を英語
で作文し、発表す
ることができる。

インターネットの
辞書サイトを利用
し、なりたい職業
について自分の意
見を英語で作文し、
発表することがで
きる。

クイズ作成サイト
(Kahoot!)を活用
し、関係代名詞の
文が用いられたク
イズに取り組むこ
とで、文の意味や
用法を理解する。

自作教材を通じて、
聞き取った情報を
もとに班で話し合
い、英語を用いて
対話的に課題解決
に取り組む。

タブレットＰＣ
の機能

デ
ジ
タ
ル

教
科
書

Ｗ
ｅ
ｂ
利
用

自
作
教
材

グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア

収集 整理共有 発信蓄積提示

静
止
画
撮
影

動
画
撮
影

表
計
算
ソ
フ
ト

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
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3.13 愛知県安城市 

3.13.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 愛知県安城市 

２.実践テーマ ⑦課題解決に向けた主体的・協働的な学び 

３.教科等 総合的な学習の時間・国語 

４.学年 小学校 3年～5年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 本市では、児童が意見を交流しながら学びを深める、「学び合い」の授業づくりを目指し、課

題解決に向けた主体的・協働的な学習に取り組んでいる。主に、調べたことやまとめたことを他

の児童に発表する場面（グループや全体）で ICT 活用をするために、下記の様に身に付けたい力

を設定した。                    

 1 年生 2 年生 3 年生 

身 に 付

け た い

力 

投影された画像や資料

に興味を示し、自分の考

えをもつことができる。 

調べたことや撮影した画

像を提示し、自分の考え

を伝えることができる。 

調べたことや自分の考えを

まとめ、わかりやすく伝え

ることができる。 

主 に 活

用 す る

機能 

教師用機画面の投影 カメラ機能 

学習者機画面の投影 

（発表） 

発表ノート 

マーキング 

 

4 年生 5 年生 6 年生 

グループごとに資料や

自分たちの考えをまと

め、発表することがで

きる。 

グループごとの発表を聞

き合い、自分の考えをも

う一度考えたり、見直し

たりすることができる。 

グループごとの発表を聞

き合い、自分の考えと比

べたり、新しい見方や考

え方を広げたりすること

ができる。 

教材配布 

画面の比較表示 

グループフォルダ 

学習者機画面一覧表示 学習者機画面一覧表示 

  

身に付けたい力の設定は、生活科と総合的な学習の時間の目標に沿って設定し、主に活用する

機能の設定は、段階的にタブレット PC や学習支援ソフトの操作習得ができるようになっている。

（操作習得状況により変更可能）これらの考えを基に「安城市 ICT 年間活用カリキュラム」を作

成し、本モデルカリキュラム 3年生～5年生の総合的な学習の時間について作成した。各校の地

域の特徴に合わせて、題材・内容を変更することができるようになっている。また、国語科の文

の推敲や発表に関する単元を横断的に取り入れている。 
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６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の 

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC 各校 41 台 

（全小中学

校 29校） 

児童生徒用

40 台 

教師用 1台 

学習支援ソ

フト 

平成 27 年 

9 月 

平成 28 年 

9 月 

 

画像転送機能付

き無線アクセス

ポイント 

各校 6台 

 

移動式 

 

平成 27 年 

9 月 

平成 28 年 

9 月 

デスクトップコ

ンピュータ 

各校41台（全

小中学校 29

校） 

コンピュー

タ室 

 

 

 

電子黒板ユニッ

ト 

各校１台 取り付け式 

 

平成 27 年 

9 月 

平成 28 年 

9 月 

大型ディスプレ

イ 

 小学校普通

教室各 1台 

 

平成 27 年 

9 月 

単焦点プロジェ

クター 

 中学校 1台  

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

安城市教育センター       （平成 6年開所） 

 ①学校間ネットワーク拠点機能設置 

  ・校務支援ソフト、情報共有サーバー管理 

  ・授業活用支援、機器不具合対応の相談窓口 

 ②研修用タブレット PC（41 台） 

  ・学校と同じシステム設計 

 ③各研修やメディア教材作成 

  ・情報担当者や指定研究、自主研究班の活用  

 ④各学校に ICT 支援員派遣事業 

  ・授業補助や機器対応を一体化した支援 

 

図書情報館           （平成 29 年度開館） 

 ①各小中学校と市図書館の蔵書管理一元化 

 ②市図書館の ICT 化、デジタル紙芝居貸出等 
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3.13.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

ICT 活用の年間カリキュラムとして、各学年ごとに「身に付けたい力」と「主に活用する機能」

を位置付けている。 

 

 

 

図 3-15 安城市 ICT 活用年間カリキュラム より抜粋 

 

 

 

 

  

　　　月
学年

4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 主に活用する機能 身に付けさせたい力

算数：かずとすうじ 算数：なんばんめ 算数：いろいろなかたち 算数：ふえたりへったり 算数：とけい 音楽：いろいろなおとをたのしもう 国語：いろいろなふね 体育：とびあそび 算数：大きい数 国語：こえに出してよもう 生活：もうすぐ２年生

教科書の図を大型ディ
スプレイに投影しながら

説明したり出題したりす
る。

教科書の図を大型ディ
スプレイに投影しながら

説明したり出題したりす
る。

教科書の図を大型ディ
スプレイに投影しながら

説明したり出題したりす
る。

発表ノートにたし算、ひ
き算の問題を準備。大

型ディスプレイに投影
し、フラッシュカードのよ

うに出題する。

時計を大型ディスプレイ
に投影しながら、読み

方を練習したり、互いに
問題を出し合ったりす

る。

星空の様子に合った音
を選んで演奏する様子

を撮影し、確認する。

本文の文章を参考に、
船の「役目」「作り」「でき

ること」を色別にマーキ
ングし、発表する。

縄跳びや長縄跳びの様
子を動画撮影、視聴す

る。

教科書の図を大型ディ
スプレイに投影しながら

説明したり出題したりす
る。

グループでの音読の様
子を撮影し、表現の工

夫が伝わるかを振り返
る。

学校の中の好きな場
所・物・人を撮影し、こ

れから入学する１年生
（年長児）に紹介する。

特活：学級活動 生活：野菜を育てよう 生活：町たんけん 生活：野菜を育てよう 国語：名前を見てちょうだい 国語：動物のひみつ 体育：マットあそび 国語：昔話を紹介しよう 生活：自分はっけん 体育：ボールけりゲーム 算数：はこのかたち

自分の顔写真を撮影

し、発表ノートに貼り付
けて自己紹介カードを

制作する。

育てている野菜の生長

の様子を記録し、1年生
にわかりやすく発表す

る。

探検で見つけた人、物、

場所を静止画、動画撮
影し、探検後の振り返り

で確認し合う。

育てた野菜の生長記録

をプリントアウトし、日記
風にまとめる。

教科書の本文にライン

や書き込みをし、自分
の考えを述べる。

動物について調べたこ

とを発表ノートにまと
め、動物クイズとして発

表する。

いろいろな回り方に挑

戦させ、動画撮影、視
聴する。

紹介するお話の挿絵を

撮影しておき、大型ディ
スプレイに投影しながら

音読する。

自分の小さい頃の写真

や親に聞いた話を発表
ノートにまとめて発表す

る。

キックベースの様子、

ボールのけり方を動画
撮影、視聴させることで

改善点を見いだす。

教科書の図を大型ディ

スプレイに投影し、箱の
形の理解を深める。

特活：学級活動 理科：昆虫を育てよう 総合：情報モラル教育 社会：地域の見学 体育：ポートボール 国語：サーカスのライオン 国語：はたらく犬 社会：工場ではたらく人 理科：豆電球 体育：マット運動 総合：まとめ

自分の顔写真を撮影

し、発表ノートに貼り付
けて自己紹介カードを

制作する。

昆虫の成長の様子を画

像とメモで記録し、学習
のまとめをつくる。

インターネットの利点や

問題点について調べた
ことを記録し、全体で話

し合う。

見学で、インタビューし

たり、見つけたりしたも
のを撮影し、見学後の

話し合いや発表で共有
する。

練習や試合の様子を動

画撮影し、自分の動き
を見て改善点を見いだ

す。

教科書の本文にライン

や書き込みをし、自分
の考えを述べる。

はたらく犬について調べ

たことを発表ノートにま
とめて説明する。

工場見学でインタビュー

したり、見つけたりした
ものを撮影し、見学後

の話し合いや発表で共
有する。

明かりがついた場合の

回路を撮影し、電気の
通り道をマーキングして

確認し合う。

前転、後転などの動き

を動画撮影、視聴させ
ることで改善点を見いだ

す。

これまでの学習でまと

めた発表ノートを保護
者や全校の前で発表す

る。

理科：季節と生き物（春） 理科：からだが動くしくみ 総合：情報モラル教育 算数：垂直・平行と四角形 国語：わたしの考えたこと 理科：季節と生き物（秋） 算数：広さを調べよう 理科：ものの温まり方 理科：季節と生き物（冬） 体育：ハードル走 総合：まとめ

サクラの様子を撮影し、
季節による変化を比較

する。見つけた生き物を
各自で撮影し、紹介し

合う。

ヒトの骨格について、各
部分の画像資料を動か

しながら、作成する。画
像をグループや全体で

見せ合って話し合う。

自分と他人の情報を守
るために調べたことを話

し合う。

平行四辺形の特徴か
ら、平行四辺形の作図

を撮影し、紹介し合う。

自分の作文のテーマ例
を紹介し、自分の考えと

理由を明確にし、組み
立てを考えて文章を書

く。

季節ごとの生き物の変
化に気付くように、季節

の画像を背景にした
ワークシートに書き込

む。

複合図形の面積を配布
し、分割や補完の考え

をマーキングしながら説
明する。

サーモインクの色変化
を観察させながら動画

撮影し、色の変化や温
まった水の動きを再生

視聴できるようにする。

サクラの様子を撮影し、
季節による変化を比較

する。見つけた生き物を
各自で撮影し、紹介し

合う。

ハードルを跳ぶときの
様子を動画撮影、視聴

させることで改善点を見
いだす。

これまでの追究をデジ
タルポートフォリオとし

て振り返りながら、まと
めの発表ノートをつく

る。

理科：天気の変化 理科：顕微鏡を使ってみよう 総合：情報モラル教育 社会：米作りのさかんな地域 算数：きまりを見つけて 理科：流れる水のはたらき 国語：和の文化について調べよう 国語：五七五で表そう 国語：字を送ろう 理科：ふりこの動き 総合：まとめ

天気図や雲の動きなど

をタブレットで検索、提
示する。発表ノートを利

用して、なぜ雨は降る
のかについて書き込ん

で発表する。

顕微鏡で観察したもの

を撮影し、全体に発表
する。

メール等の疑似体験や

資料から、情報モラル
に関わる問題点につい

て話し合う。

総合と関連させて、実

際に行った田植えや稲
刈りについて発表ノート

にまとめる。

ワークシートに書き込

みながら、規則性を追
究し、投影した画像につ

いて説明をする。

流れる水の速さについ

て、班ごとに実験をし、
結果について発表す

る。

調べたことを複数の発

表ノートにまとめ、発表
の順序を考えながら説

明する。

発表ノートに俳句を書

き、互いに発表し合う。

6年生に送る字を推薦

するために、発表資料
を作り、説明する。

グループ実験の振り子

の様子を動画で記録
し、動画を見合いながら

他グループにわかりや
すく発表する。

学習の成果をスライド

ショーにまとめ、パネル
ディスカッションやシン

ポジウムなどの資料と
して活用する。

図工：わたしのお気に入りの場所 理科：植物と水のかかわり 社会：武士の世の中へ 社会：見学学習 特活：行事 理科：水溶液 算数：立体の体積 算数：場合を順序よく調べて 体育：サッカー 理科：生物と地球環境

お気に入りの場所を撮

影し、描きたい場所のイ

メージをふくらませる。

実験の様子を動画で撮

影し、強調したい部分を

マーキングして発表す
る。

鎌倉に幕府が開かれた

わけを、資料をもとに考

える。自分たちの考えを
視覚的に分かりやすく

伝え、全体で共有する。

歴史博物館の見学でイ

ンタビューしたり、見つ

けたりしたものを撮影
し、見学後の話し合い

や発表で共有する。

修学旅行の見学先、公

共交通機関の乗り継ぎ

などを調べ、グループ
毎の計画を発表ノート

にまとめる。

実験結果から水溶液の

正体を推察する。その

根拠となるものをカメラ
機能で撮影し、比較、発

表する。

体積の求め方を個々の

デジタルワークシートに

書き込ませ、カメラ機能
で撮影、投影しながら

説明する。

３つのものの並べ方と

その場合の数をデジタ

ルワークシートにまと
め、他のグループと比

較する。

試合の様子を動画撮影

し、グループ毎に自分

たちの動きを視聴し、作
戦を練り上げる。

環境問題について検索

し、見つけた画像や調

べたことをデジタルワー
クシートにまとめて発表

する。

安城市ＩＣＴ活用年間カリキュラム　　（タブレットPC４０台、無線アクセスポイント６台）

・教員機画面の投影

・カメラ

・学習者機画面の投影
（発表）

・個人フォルダ

・デジタルワークシート

　（発表ノート）
・マーキング

・教材配布

・画面の比較表示
・グループフォルダ

・学習者機画面の一覧
表示

・学習者機画面の一覧

表示６年生

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

・グループごとの発表を聞

き合い、自分の考えと比べ

たり、新しい見方や考え方
を広げたりすることができ

る。

・投影された画像や資料に

興味を示し、自分の考えを
もつことができる。

・調べたことや撮影した画
像を提示し、自分の考えを

伝えることができる。

・調べたことや自分の考え
をまとめ、わかりやすく伝

えることができる。

・グループごとに資料や自

分たちの考えをまとめ、発
表することができる。

・グループごとの発表を聞

き合い、自分の考えをもう
一度考えたり、見直したり

することができる。

主に活用する機能 身に付けさせたい力

・教員機画面の
投影

・カメラ
・学習者機画面の
投影（発表）
・個人フォルダ

・デジタルワーク
シート（発表ノート）
・マーキング

・教材配布
・画面の比較表示
・グループフォルダ

・学習者機画面の
一覧表示

・学習者機画面の
一覧表示

・グループごとの発
表を聞き合い、自分
の考えと比べたり、
新しい見方や考え
方を広げたりするこ
とができる。

・投影された画像や
資料に興味を示し、
自分の考えをもつこ
とができる。

・調べたことや撮影
した画像を提示し、
自分の考えを伝え
ることができる。

・調べたことや自分
の考えをまとめ、わ
かりやすく伝えるこ
とができる。

・グループごとに資
料や自分たちの考
えをまとめ、発表す
ることができる。

・グループごとの発
表を聞き合い、自分
の考えをもう一度考
えたり、見直したり
することができる。
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3.14 三重県松阪市 

3.14.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 三重県松阪市 

２.実践テーマ ⑨主体的･協働的な学びのあり方 

３.教科等 各教科・領域 

４.学年 中学校 1年～3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 

平成 27 年度においては、モデルカリキュラムを

中間報告としてまとめていくにあたり、各学年の実

践を俯瞰して見えてきた学習活動を、段階的な協働

的な学びの姿としてまとめた。平成 28 年度、改め

てモデルカリキュラムとして、学びの段階について

考えていくにあたっては、平成 27 年度の取組を参

考にして、3 校の実践を次期学習指導要領で掲げら

れている「資質・能力」の観点でとらえ直し、整理

してみることとした。 

12 月に出された次期学習指導要領等の答申では、

「資質・能力の三つの柱」として、「何を理解して

いるか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」

の習得）」「理解していること・できることをどう使

うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」の育成）」「どのように社会・世界と関わ

り、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生

かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」

が整理された。 

 

松阪市においては、ICT の活用についてその意義の整理を進めるにあたり、教育の情報化が目

指すものとして、「社会を生き抜く力」を掲げ、そのために、子供たちの資質・能力を授業で育

てることを目指して、本年度、ポスターの形でまとめている（図 1）。また、学校独自の研究課

題として飯高中学校が従来から取り組んでおり、「主体性」「探求性」「創造性」「関係性」「協働

性」「俯瞰性」の 6つの資質・能力としてまとめている。 

今回のカリキュラム作成にあたっては、飯高中学校の取組をもとに、3校の実践から組み立て

た。飯高中学校の 6 つの資質・能力は、本来トータルでとらえて取り組む位置付けであるが、本

モデルカリキュラムにおいては、松阪市における本事業の推進会議で検討し、「関係性」「協働性」

「俯瞰性」の 3つの資質・能力に焦点を当てることとした。平成 27年度での整理を参考にして、

平成 28 年度の実践をこの 3つの資質・能力でとらえ直し、カリキュラムとしてまとめた（図 2、

表）。 

 

 

 

図 1 松阪市 教育の情報化ポスター 
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なお、表における、文部科学省の三つの柱と資質・能力との関連は、金城学院大学国際情報学

部 長谷川元洋教授、飯高中学校 平野修教諭の作成した資料を参考にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  関係性 協働性 俯瞰性 

定義 

相手意識と目的意識を明

確にして人と関わる力 

多様な他者と関わり、目的

に向かって活動を統制す

る力 

複数の課題を客観的に捉

え、解決策を俯瞰的に判

断する力 

内容 

①正しく伝わる表現をす

る。 

②根拠や理由を示す。 

③よく聞き、相手の立場

に立つ。 

④相手の主張を冷静に分

析して対応する。 

⑤グループに貢献できる

役割を獲得する。 

⑥グループに貢献できる

提案や行動をする。 

⑦意見を調整する。 

⑧問題を複合的に捉えて

複数の解決策を考え

る。 

⑨目的・目標を考えて総

合的に判断する。 

三 つ

の柱 

①②「思考・判断・表現」 

③④「学びに向かう力・

人間性」 

⑤⑥⑦「学びに向かう力・

人間性」 

⑧「思考・判断・表現」 

⑨「学びに向かう力・人

間性」 

（表 3 つの資質･能力の定義とその内容 及び三つの柱との関連） 

※3つの資質･能力と定義は飯高中学校による。 

これらの 3つの資質・能力は、単純に 1年生→2年生→3年生といった発達段階に当てはまる

ものではなく、関係性、協働性、俯瞰性の力を行き来しつつ、それぞれの学年に応じて、揺れ動

きながら発達していくと考えられる（図 3）。本カリキュラムでは、3中学校の実践をもとにして、

資質・能力と、それに対応する学習場面や、資質・能力を育てる ICT の活用場面などを示してい

きたい。 

図 2 6つの資質・能力（飯高中学校）と、本カリキュラムにおける焦点化 
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学習の内容や学び方と、そこでの ICT

活用の仕方、それぞれが関連付きながら

発展し、深まっていくような場面や活用

を見い出し、カリキュラムとしてまとめ

てみることで、実践の位置付けとともに、

今後の、「松阪の子供たちの資質・能力

を授業で育てる」取組につなげていくも

のとしていく。 

 

 

 

 

６. 参考 

本事業に取

り組む背景 

ICT 環境の 

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC 1、123 一人 1台 平成 23 年～

平成 28 年 

電子黒板 

プロジェクター 

ディスプレイ 

35 

15 

5 

それぞれを組

み合わせなが

ら、普通教室 1

台 

平成 23 年～

平成 28 年 

(プロジェク

ターは以前

も含む) 

その他周辺機器 ＊ 充電保管庫 

画面共有装置 

など 

平成 23 年～

平成 28 年 

これまで

ICT 活用に

関して取

り組んで

きた内容 

平成 23 年から三雲中学校を実証校としてフューチャースクー

ル推進事業、学びのイノベーション事業に取り組んだ。その後、

さらに 2 中学校で一人 1 台タブレット PC の環境を整え、教育

の情報化を、授業づくりを中心として取り組んできた。 

  

図 3 関係性・協働性・俯瞰性の発達 
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3.14.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

資質・能力の観点を設定し、「つけたい資質・能力と、そのための ICT 活用」欄にて「ねらい/

活用場面」「方法/利用する ICT 環境」を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-16  三重県松阪市 小学 3年 モデルカリキュラム より抜粋 

 

 

  

モデルカリキュラム【三重県　松阪市】

資質・能力の観点 指導時期 教科 単元（題材）

　　　　　めあて・単元目標
　　【知技】…知識・技能
　　【思判表】…思考・判断・表現
　　【主】…主体的に取り組む態度

学習活動の概要
つけたい資質・能力と、そのためのＩＣＴ活用

（Ａ.ねらい/活用場面・B.方法/利用するＩＣＴ環境）

音楽 合唱「花」

「『花』の山場はどこだろう。」

【知技】旋律の抑揚と強弱記号とを結びつけ
て考え、理解することができる。
【思判表】旋律の山場と、音楽の様々な要
素とを結び付けて考えることができる。
【主】音楽の様々な要素を考え、曲の山場
について自ら考えてみようとする。

めあて・課題の提示
「花」の山場はどこだろう。
個人思考：配布された楽譜を見なが
ら、山場がどこに当たるのか、それは
なぜなのかを考える。
グループ思考：それぞれの考えを共
有し、山場とその理由について考え合
う。
全体共有：グループ思考も踏まえた
自分の考えや、疑問点などについて
出し合い、さらに考えを深める。
振り返り：学習をもとに、自分の考え
をまとめる。

【関係性】
①正しく伝わる表現をする。
A.自分の考えをまとめる場面で
B.資料の配布、タブレットPCへの記入/個人タブレットPC
【関係性】
①正しく伝わる表現をする。　③よく聞き、相手の立場に立つ。
④相手の主張を冷静に分析して対応する。
【協働性】
⑥グループに貢献できる提案や行動をする。⑦意見を調整する。
A.グループで考えあう場面で
B.書き込んだ資料の共有、タブレットPCへの書込み/個人タブレットPC
【協働性】
⑤グループに貢献できる役割を獲得する。
⑥グループに貢献できる提案や行動をする。⑦意見を調整する。
【俯瞰性】
⑧問題を複合的に捉えて複数の解決策を考える。
⑨目的・目標を考えて総合的に判断する。
A.全体共有で練り上げる場面で
B.書き込んだ資料の共有、タブレットPCへの書込み/個人タブレットPC、電子黒板
【俯瞰性】
⑧問題を複合的に捉えて複数の解決策を考える。
⑨目的・目標を考えて総合的に判断する。
A.振り返りの場面で
B.タブレットPCへの書込み/個人タブレットPC

英語
Prgram 3
It is～to…
how to～

「自分の発話を聞いて、発音に気をつけて
読んでみよう。」

【知技】教科書の会話文について、単語や
文章の意味が理解できる。
【思判表】教科書の会話文の単語や文章の
内容を理解しつつ、発音や表現を考えて読
むことができる。
【主】会話文の内容や話し手の意向を理解
して読むときの表現に生かそうとする。

めあて・課題の提示
「自分の発話を聞いて、発音に気をつ
けて読んでみよう。」
基礎事項の共有：本時で取り扱う英
単語の意味や発音を確認する。
個人学習･グループ学習：基礎事項を
もとに文章全体の意味を考える。わ
からないところや確かめたいところに
ついてグループで考え合う。
個人学習：文章の意味を考えながら、
自分の発話をTPCに録音する。TPC
に保存された教師の判読を参考に、
自分の発話を聞き直して振り返り、よ
りよい発音や抑揚について考える。
ペア学習：考えたことを交流しながら、
互いに発話を聞き合う。
振り返り：発音や抑揚について自分が
考えたことをまとめ、再度録音する。

【関係性】
①正しく伝わる表現をする。　③よく聞き、相手の立場に立つ。
④相手の主張を冷静に分析して対応する。
A.個人やグループで文章の意味を考えあう場面で
B.タブレットPCへの資料配布/個人タブレットPC
【俯瞰性】
⑧問題を複合的に捉えて複数の解決策を考える。
⑨目的・目標を考えて総合的に判断する。
A.自分の発話を録音し、教師の範読と聞き比べる場面で
B.タブレットPCの再生録音機能/個人タブレットPC
【協働性】
⑤グループに貢献できる役割を獲得する。
⑥グループに貢献できる提案や行動をする。
【俯瞰性】
⑧問題を複合的に捉えて複数の解決策を考える。
⑨目的・目標を考えて総合的に判断する。
A.ペア学習で交流する場面で
B.タブレットPCの再生機能/個人タブレットPC
【俯瞰性】
⑧問題を複合的に捉えて複数の解決策を考える。
⑨目的・目標を考えて総合的に判断する。
A.振り返りで、まとめて再度録音する場面で
B.タブレットPCの録音再生機能/個人タブレットPC

3年

4月～7月

【関係性】
相手意識と目的意識を明確にして人と関わる力

①正しく伝わる表現をする。

②根拠や理由を示す。

③よく聞き、相手の立場に立つ。

④相手の主張を冷静に分析して対応する。

【協働性】
多様な他者と関わり、目的に向かって活動を統制する力

⑤グループに貢献できる役割を獲得する。

⑥グループに貢献できる提案や行動をする。

⑦意見を調整する。

【俯瞰性】
複数の課題を客観的に捉え、解決策を包括的に判断する力

⑧問題を複合的に捉えて複数の解決策を考える。

⑨目的・目標を考えて総合的に判断する。
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3.15 滋賀県草津市 

3.15.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 滋賀県草津市 

２.実践テーマ 課題解決に向けた主体的・協働的な学び 

『「草津型アクティブ・ラーニング系統表」「草津型アクティブ・ラー

ニング 小学校・中学校において身に付けさせたい情報活用 

能力系統表」をもとにした「草津型アクティブ・ラーニングカリキュ

ラム」の充実と展開』 

３.教科等 全教科・全領域 

４.学年 小学校 4 年～6 年、中学校 1 年～3 年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 「草津型アクティブ・ラーニングカリキュラム」(小学校・中学校) 

  【ICT 活用の配列の考え方】 

   ①発達段階や指導の順序性を踏まえた「系統表」の作成 

    ・「草津型アクティブ・ラーニング 学び方の系統表」(別紙資料)作成 

    ・「草津型アクティブ・ラーニング 小学校・中学校において身に付けさせたい情報活

用能力系統表」(別紙資料)作成 

②アナログ（体験的な学習を含む従来からの学び）とデジタル（ICT を活用した学び）両

方の良い部分を活かすハイブリッドな授業（「草津型アクティブ・ラーニング」）による

カリキュラムの作成 

・板書やノート指導、ディスカッションやグループワーク等の能動的・体験的活動を重

視したアナログの良い部分を活かすとともに、ICT 機器を効果的に活用した学習スタ

イルや児童生徒によるプレゼンテーション等のデジタルの良い部分も活かすハイブ

リッドな授業によるカリキュラムの作成。 

     ・学習形態（一斉、個別、協働）ごとの ICT 活用のパターンを、カリキュラにに明記。 

   ③学習への興味関心を高めるための「遠隔授業」の実施 

    ・遠隔授業システムを使って、学校外の人たちとの学びから単元の学習をスタートさせ

る等、学習への興味関心を高めるための活用事例をカリキュラムとして明記。 

     ※実際に授業で活用できるようにするため、授業後に再構成した「学習指導案」を添付。 

  【本カリキュラムの地域への水平展開】 

   ①作成した「草津型アクティブ・ラーニングカリキュラム」を市内全小中学校で共有し、

市内全体の教育の質の向上に活用 

    ②研究指定実証校による「公開授業」の実施 
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「主体的で協働的、問題解決的な学び」を行うため、学習過程でＩＣＴ機器を有効に活用していく方式を「草津型ア
クティブ・ラーニング」と位置付けました。

※草津型アクティブ・ラーニングを行うためには、特別な支援を必要とする児童生徒も安心して学習に参加できる
学習環境が必要です。こうした学習環境を整えるため、その基盤となる授業のユニバーサルデザイン化を大切に
しています。

草津型アクティブ・ラーニングとは・・・

学習環境のユニバーサルデザイン化が基盤

主体的な学び

協働的な学び（共に活動し、話し合う）

問題解決的な学び（課題を広げ、深める）

ＩＣＴを活用したハイブリッドな授業

アナログ デジタル

草津型アクティブ・ラーニング

アナログ

ノートや黒板を活用して行う従来の学習ス
タイル

デジタル

電子黒板やタブレットＰＣなどのＩＣＴ機器を
活用した学習スタイル

草津型アクティブ・ラーニングがめざすもの

従来の学習に、ＩＣＴ機器を活用した「デジタル」の学習を組み合わせたハイブリッドな授業を創造することで、子ど
もたちの学力をバランス良く向上させることを目指しています。
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コンパクト＆インパクト
・導入は５分以内

・子どもの学習意欲を引き
出す

・学習課題・問題を子どもと
作る
・課題を発見する力を鍛える

２種類の見通しを立てる
①結果の見通し
〇〇より大きくなる
だいたい○○ぐらい
②方法の見通し
〇〇すればわかりそう
〇〇を使えばできそう
・見通しを立てすぎない
・ゴールの提示を行う

個々に課題と向き合う

・必ず全員に自分の考えを持
たせる努力をする

明確に焦点化して
可視化（黒板に掲示）
時間厳守（何分必要？）

個に応じた支援（ヒント・早くで
きた子どもは・・）
机間指導を大切にする

・どの考えをどの順番で取り上
げるのか

・学び合いに必要な３人の意
見を見つける（不完全なもの
から）

意見を交流し、広げ深める
・子どもの発言をつなぐ
・教師の出番を心得る
・「話型」を活用する
・聞く姿勢を鍛える
・具体的なツールを使う

「広げる」のか「深める」のか
ベクトルをはっきりと！

何を学んだのかを振り返る
・まとめは子どもの言葉で

・まとめたことを練習で確かめ
る
・振り返りは視点を与えて行う

「問題解決的な学習」における各ステージと押さえどころ

ステージ１

課題・問題発見

ステージ２

見通し

ステージ３

自力解決

ステージ４

学び合い

ステージ５

まとめ・振り返り

授業開始 ステージ１ 「課題・問題」は何かな

ステージ２

見通しをもとう

ステージ３ まずは自分で考えてみよう

ステージ４

みんなで考えてみよう
ステージ５

まとめ、振り返ろう

授業終了
進んで学習に取り組める「課題設定・問題」を大切にする

「学び合い」で意欲を向上させ、自信を育む

学習のルールを大切にして、規律のある学級を作る

効果的な学習評価

新たな「課題・問題」
による学習へ

ノートに自分の考えをまとめる

タブレットＰＣに自分の考えを記入する

黒板にわかりやすく整理し、話し合う

電子黒板に意見を集約し交流する

具体物や身近な資料を提示する

手元のタブレットＰＣに資料を送る

ＩＣＴを活用した授業改善を推進する

自己肯定感とやる気を喚起する学習評価を心がける

結果を予想し、解決手順を考える

結果予想をタブレットＰＣで記入し交流する

草津型アクティブ・ラーニングの基本的学習スタイル

家庭学習
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授業の組み立て（授業の構造化）

①教科の特性に応じた一定の型がある。
②活動にメリハリをつけ、個別学習やグループ学習を行う。
③活動の区切りを明確にし、複数の活動を同時に行わない。

授業の見通し

①めあてや流れを明示しアラーム
やチャイムを活用する。
②活動終了後の学習も事前に提示
する。

板書の工夫

①「めあて」を明示する。
②授業全体の流れが
わかる構成にする。
③今現在の学習がわ
かるように書く。
④適時確認と振り返り
ができる工夫する。

明確な指示

①曖昧な言い方
をしない。
②具体的な表現
を用いる。
③視覚情報を活
用する。

参加の促進
①間違いや失敗が許容される学習集団をつくる。
②多様な学習スタイルを取り入れる。
③モチベーションを高めるように授業の導入部分
を工夫する。

④ポイントをつかめるように教材を工夫する。

集中・注目

①個別に注意する
のではなく「聞く構
え」をつくる。
②注意を促す指示
や合図を明確にし、
ルール化する。

個人差への配慮

①活躍できる場を用
意し、個別の補助教
材や教具を活用する。
②教材選択の自由も
可能な限り準備する。

刺激の配慮
集中しやすく、落ち着いて学習に
取り組みやすい環境にするため
には、教室の刺激量を減らす配
慮が必要である。配慮する刺激
として「視覚刺激」「聴覚刺激」
「人的刺激」が挙げられる。

学習環境の構造化
構造化とは「いつ」「どこで」「何を」
「どのように」行動すればよいかを分
かりやすくするための手立てをいう。
具体的には、
①見ただけでわかるようにする。
②空間を目的別に仕切る。
③合理的に物を配置する。
などが挙げられる。

ルールの確立
ルールは、集団生活において適
切な行動を示し、具体的にどう
振る舞えばよいかを教えてくれる
ものである。教室のルールとして
「声の大きさ」「鉛筆の持ち方」
「話す・聞く姿勢」「発表の仕方」
などを示し、共有しておく。

学級モラルの形成
個人差への配慮が、学級全体に自然なこととして受け入れられるために、
①日頃からお互いの個性を認め合う風土を培う。②児童生徒が「価値の多様さ」に気付けるようにする。
そのために、助け合いや認め合いの場面を設定することや、集会や学級通信の活用が有効である。

生活の見通しが持てる手立て
児童生徒が主体的に判断し、意欲を持って行動するためには、生活に見通しが持てることが重要である。一日の
スケジュールや一週間の予定などを自己管理し、生活の見通しを持たせるための工夫やアイディアを示すことが
有効である。基本は視覚的に情報を整理して提供し、必要に応じて確認できるようにすることである。

教師の指導力・授業力の向上

授業づくり
７つの

ポイント

ユニバーサルデザイン化を支える５つの土台

草津型アクティブ・ラーニングの基盤 学習環境のユニバーサルデザイン化
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６. 参考 

事業に

取り組

む背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

校務用コンピュータ 

（ノート PC） 
707 教職員 1人 1台 

平成 22 年 3 月～ 

更新後: 

平成 27 年 1 月～ 

平成 28 年 3 月～ 

教育用コンピュータ 

【小学校】 

（タブレット PC） 

3、115 

3 学級に 35 台 

※1 セット（35台）

を 3学級で共用 

（特別支援学級は 

10 台／校） 

平成 26 年 8 月～ 

(一部モデル校は: 

平成 25 年 8 月～) 

教育用コンピュータ 

【小学校】 

（ハイブリッド PC） 

503 

コンピュータ教室

に 

36 台 

※一部 35台 

平成 28 年 8 月～ 

（一部更新後 

平成 26 年 8 月～ 

平成 28 年 3 月～） 

教育用コンピュータ 

【中学校】 

（タブレット PC） 

1、040 

3 学級に 35 台 

※1 セット（35台）

を 3学級で共用 

（特別支援学級は

10 台／校） 

平成 27 年 8 月～ 

（特別支援学級

は: 平成 25年 8月

～ 

平成 26 年 8 月～） 

教育用コンピュータ

【中学校】 

（ハイブリッド PC） 

210 

コンピュータ教室

に 

35 台 

平成 27 年 8 月～ 

電子黒板 

（シート型・液晶型） 
280 普通教室に各 1台 平成 22 年 3 月～ 

電子黒板 

（液晶型） 
192 各校に 6台以上 平成 28 年 8 月～ 

書画カメラ 

（実物投影機） 
420 普通教室に各 1台 平成 22 年 3 月～ 

校内 LAN・ 

高速インターネット 
― 

全教室 

（整備率 100％） 
平成 22 年 3 月～ 

無線 LAN 

（アクセスポイント

等） 

208 

タブレット PC35 台

に対して 1台 

(特別支援学級は

10 台に対し 1台) 

平成 28 年 8 月～ 

平成 25 年 8 月～ 

平成 26 年 8 月～ 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

 

平成 21 年度  

・文部科学省委託「電子黒板を活用した教育に関する調査研究」 

実証校 草津市立渋川小学校 
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平成 22 年度～ 

・市立全小中学校教員対象「ICT を活用した授業力向上のためのスキルア

ップアドバイザー事業」開始 

・ICT を活用した家庭学習との連携開始  

  

平成 26 年度 

・文部科学省「ICT を活用した教育の推進に資する実証事業」 

 (テーマ 1)「教育効果の検証方法の開発」 

      実証校 草津市立渋川小学校 

 (テーマ 2)「最適な指導方法の開発」 

      実証校 草津市立志津小学校 

 (テーマ 3)「指導力向上方法の開発」 

      教育研修機関  草津市立教育研究所 

・市立全小中学校教員対象「タブレット活用推進リーダー研修会」事業開

始 

 

平成 27 年度～ 

・市立全小中学校「校務支援システム」の導入 

・市立全小中学校教員対象「草津市教材共有ポータルサイト」運用開始 

・文部科学省委託「ICT を活用した教育推進自治体応援事業」 

ICT を活用した学びの推進プロジェクト ICT 活用実践コース 

 (平成 27、28 年度) 

 研究指定実証校 草津市立志津小学校・草津市立草津小学校 

         草津市立山田小学校・ 

         草津市立新堂中学校・草津市立松原中学校 

・総務省「クラウド等の最先端情報通信技術を活用した学習・教育システ

ムに関する実証事業」(平成 27、28 年度) 

検証協力校 草津市立草津小学校・草津市立志津小学校 

      草津市立老上中学校  

・第 64 回近畿放送教育研究大会 第 65回近畿学校視聴覚教育研究大会 

 滋賀大会 開催 

 研究校   草津市立笠縫東幼稚園・草津市立渋川小学校 

       草津市立高穂中学校 

 

平成 28 年度 

・文部科学省「情報通信技術を活用した教育振興事業「情報教育推進校（IE

－School）」調査研究 (平成 28、29 年度) 

 推進校 草津市立志津南小学校・草津市立玉川小学校 
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3.15.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

「草津型アクティブ・ラーニング学び方の系統表」にて定義した内容を基に「草津型アクティブ・

ラーニングカリキュラム」が作成されている。 

 

 

 

 

図3-17 滋賀県草津市「草津型アクティブ・ラーニング学び方の系統表」及び 

「草津型アクティブ・ラーニングカリキュラム」より抜粋 

  

ICT 学び方 ICT 学び方 ICT 学び方 ICT 学び方 ICT 学び方

意図や目的に応じて、複数の資料や事
柄を見比べたり、分類したりする。

○
必要に応じて提示された資料と関連す
る資料をインターネットを用いて、課
題を見つける。

資料や事柄と既習事項や既習体験を関
連づけながら、自分の考えを根拠を示し
ながら表す。

○

○
他資料から「引用」して、自分の資料作
成に用いる。

調べたことを図やグラフ・写真、撮影し
た静止画・動画、プレゼンソフトを用
いて説明する。

○

○

必要に応じて、タブレット端末でイン
ターネットを活用して、予想を立てた
り、解決方法を見つけたりする。

課題について、複数の根拠や資料を提
示しながら、ノートに予想を立てる。

課題解決方法に応じて情報収集の仕方
を選択し、タブレット端末の各種機能
を活用する。

課題の解決や、考えを深めるためにディ
ベートを行う。ディベートでは、授業支
援システムを用いて、全体の意見を
共有したりグループ化したりする。

○
学習の過程・方法について省察し、成
果と課題を明らかにする。

学習の成果と課題をもとに、今後のめあ
て・見通しを持つ。

体裁を整え、効果的な表現にするため
に、デジタルでの文字入力、図・写真
の編集、グラフの作成を用いる。

児童の必要に応じて、ジグソー法等を用
いて、活動の分担・協働作業を行い、お
互いの発表を交流し合う。

草津型アクティブ・ラーニング   学び方の系統表

高
学
年

課題・問題の発見
課題・問題の定義

解決の方向性の決定
解決方法の探索

計画の立案
結果の予測
計画の実行

振り返り
新たな課題発見

思考ツールを用いて、課題について考
えを整理したり、グループの意見を集約
したりして、解決方法を見つけたり、活動
計画を立てたりする。

学習課題に応じたグループごとに、ディ
スカッションやタブレットを用いた協働
演習を行う。

調べたいことを解決するために、自分で
実験方法を考え、実行する。

○

学期 月 ねらい 活用場面・方法 利用するＩＣＴ環境

○「ならす」という言葉の意味を理解する。
○教科書問題（６個のオレンジからしぼれる
ジュースの量の平均を求める）を確認し、答えの
見積もりをする。

■体験の想起による理解の深化

【一斉学習】
・電子黒板に「ならす」様子の動画を映し、でこぼこを平ら
にするイメージと、等しい量にするイメージを共通理解す
る。

■教師による電子黒板活用

■児童による説明・発表の支援

【個別学習】
・授業支援ソフトにて児童タブレットＰＣに問題文・図を配
信し、思考を促したり、整理したりする補助とするとともに、
考えをタブレットＰＣに書き込み、思考を視覚化できるよう
にする。

■児童１人１台タブレットＰＣ活用

■児童同士の教え合いによる思
考の深化

【協働学習・一斉学習】
・個人で考えた解決方法をグループで交流し、友だちの考
え方や意見と、自分の考え方の相違点やちがいに気づく。
・授業支援ソフトを用いて、児童用タブレットＰＣから電子黒
板に考え方を送信し、全体で共有する。その中から、特
徴的な解答や説明が明解なものなどを発表し、理解を深め
る。

■児童による黒板黒板活用
■児童１人１台タブレットＰＣ活用

○「平均」を求める式を用いて、練習問題に取り
組み理解の深化を図る。

■反復練習による知識の定着
【個別学習】
・デジタルドリルコンテンツを利用し、平均の練習問題にそ
れぞれ取り組む。

■児童１人１台タブレットＰＣ活用

5
２
学
期

１０月
算数科
「平均」
（全４時間）

【本時：①／４時間】
●平均の求め方を考え、その意
味を理解する。

②資料の中に「０」が含まれる場
合の平均を求める。
③平均を用いて、歩幅を求める
④練習問題に取り組む。

○配信された図をもとに、自力で課題解決に取り
組む。

○自分の考えや解き方の説明をタブレットに書き
入れ、グループで交流する。
○全体の場で考え方を交流し、「平均」の意味
と、求めるための式を確認する。

草津型アクティブ・ラーニングカリキュラム（小学校年間指導計画）　複数教科の場合【小学校５年】

学
年

指導時期 教科
単元（題材）

単元計画
【本時の目標】

学習活動の概要
ICT活用

ICT 学び方

○

課題の解決や、考えを深めるためにディ
ベートを行う。ディベートでは、授業支
援システムを用いて、全体の意見を
共有したりグループ化したりする。

解決方法の探索
計画の立案

ねらい 活用場面・方法 利用するＩＣＴ環境

■児童同士の教え合いによる思
考の深化

【協働学習・一斉学習】
・個人で考えた解決方法をグループで交流し、友だちの考
え方や意見と、自分の考え方の相違点やちがいに気づく。
・授業支援ソフトを用いて、児童用タブレットＰＣから電子黒
板に考え方を送信し、全体で共有する。その中から、特
徴的な解答や説明が明解なものなどを発表し、理解を深め
る。

■児童による黒板黒板活用
■児童１人１台タブレットＰＣ活用

ICT活用

「学びの系統表」で
定義した内容を
カリキュラムへ反映
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3.16 岡山県新見市 

3.16.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 岡山県新見市 

２.実践テーマ ⑨その他 

各教科において具体的に取組むだけでなく、教科横断的にも取組む。

また、校外活動や総合的な学習などの特別活動や生徒会活動等におい

ての利活用についても取組む 

＜詳細＞ 

・基礎学力の向上、自己学習能力の向上、動機付けのための ICT の利用 

・家庭や地域との連携や学習以外でのタブレット PC・各種アプリケーシ

ョンの利用 

・知的能力及び生産性を向上させるための放課後や家庭でのタブレット

PC の利活用 

・個人的ツールとしての利活用だけでなく協働でのツール、表現能力向上

のツールとしてのアプリケーションの利活用 

・上記の利活用において必要になる教員の研修会・情報共有（各種シ

ステム及びデジタル教材等、それらを組入れた授業案及び指導案の

作成等）等の実施体制の整備 

３.教科等 5 教科を中心に、実技教科や校外活動、総合的な学習などの特別活

動、生徒会活動等においての利活用についても実践していく 

４.学年 中学校1年～3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

教育に特化したアプリを利用しているわけではなく、ビジネスや仕事の効率化のためのアプ

リを利用して授業を行っているため、教科別または単元別での使い方や利用するアプリに差異

はない。どのような場面でどのように使ったかということが大切であり、その時の児童生徒の

取組方や効果が重要である。 

  そのため、今まで作成してきた活用事例集（アプリカルテ）の作成を中心に、どのようなア

プリを使って、どのようなワークシートを使ったかなどを、アプリごとにまとめた後、教科別

に利用場面と効果等について整理していく。 

  詳細は、以下の項目のとおりである。 

 

 ＜カリキュラム項目＞ 

学

年 

教

科 

単

元 
アプリ等 ねらい 授業概要 

ICT 活用 
効

果 
活用事例 利用

機器 
形態 

 【学   年】1～3年生、全校、特別支援学級… 

 【教   科】9教科、道徳、特別活動、生徒会活動… 

 【単   元】授業での単元名、集会名… 

【ア プ リ 等】利用アプリ及び ICT 機器の機能… 

【ね ら い】下記より該当するものを記載（複数可） 

■興味関心の創出          ■繰り返しによる知識定着 
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■典型例の提示による知識定着    ■生徒同士の教え合いによる思考の深化  

■生徒による説明・発表の支援    ■創作活動による思考・表現の向上 

■体験の想起・代行による理解の深化 ■その他（            ） 

【授 業 概 要】本時の授業内容及び生徒の動き… 

【ICT 活用】 

利用機器：タブレット PC、電子黒板、PC、実物投影機… 

形  態：個別、ペア、グループ、一斉、協働… 

【効 果】生徒・先生にとっての有効な点… 

【活 用 事 例】該当するアプリカルテへのリンク 

 

アプリカルテについては、本事業とは関係なく新見市内で参考にしてもらうために従来から作

成している。また、その作成については、教員に負担をかけないために、担当の ICT 支援員が、

教員にヒアリングしつつ作成している。 

作成時に気をつけていることは、どれだけ興味を持って見てもらうことができ、そして次に読

んでもらえるかを第一に考えている。そのため、授業の様子（形態がわかる）や利用したワーク

シートや生徒が作成したワークシートの画像を掲載し視覚的に見せるようにしている。 

詳細な情報が必要と感じてもらえるようになるまでの段階が難しいことであり、そこから先を

説明するため、または研修してもらうために、学校教育課担当者や支援員が存在している。それ

により、詳細な情報が必要と感じた場合は、学校教育課担当者や支援員から説明を受け、その教

員の考えややりたいことを直に聞きながら、一緒にモデルカリキュラムにアレンジを加え、授業

案等を作成している。 

ただ作成して学校に配付するだけでなく、熟知した学校教育課担当者や支援員の巡回支援によ

り活用の幅は広がっており、意欲や意識の向上にもつながっている。そして、その中で、教員の

スキルも向上してきており、先導的教員として、支援員不在時の安易なトラブル対応や ICT を利

活用した授業案等の相談役となってきている。こうした教員が育っていき、各小中学校及び各中

学校区で配備できればと思っている。 

 

 

６. 参考 

本

事

業

に

取

り

組

む

背

景 

ICT環境

の整備

状況 

学校名 
機器名・数量及び共有状況 

＊タブレット PC 

導入 

時期 

新 見 第

一 中 学

校 

・運動場及び体育館等を含めた校内無線 LAN 整備 

・タブレット PC：生徒 1人 1台及び教員 

（生徒用：434 台、教員・予備用：70台） 

・電子黒板：普通教室及び特別教室 24台 

 

平成 26 年度 

新 見 南

中学校 

・運動場及び体育館等を含めた校内無線 LAN 

 整備 

・タブレット PC：生徒 1人 1台及び教員 

（生徒用：160 台、教員・予備用：36台） 

・電子黒板：普通教室及び特別教室 13台 

 

 

平成 26 年度 
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大 佐 中

学校 

・運動場及び体育館等を含めた校内無線LAN整備 

・タブレット PC：生徒 1人 1台及び教員 

（生徒用：73台、教員・予備用：21 台） 

・電子黒板：普通教室及び特別教室 10台 

平成 26 年度 

哲 多 中

学校 

・運動場及び体育館等を含めた校内無線 LAN 

 整備 

・タブレット PC：生徒 1人 1台及び教員 

（生徒用：87台、教員・予備用：13 台） 

・電子黒板：普通教室及び特別教室 11台 

平成 26 年度 

哲 西 中

学校 

・運動場及び体育館等を含めた校内無線 LAN 

 整備 

・タブレット PC：生徒 1人 1台及び教員 

（生徒用：56台、教員・予備用：19 台） 

・電子黒板：普通教室及び特別教室 11台 

平成 23 年度

フューチャ

ースクール

推進事業に

て整備 

こ れ ま

で ICT

活 用 に

関 し て

取 り 組

ん で き

た内容 

平成 22 年度～  

高尾小学校にて全児童にタブレット PC配付及び普通教室に電子黒板整備 

平成 23 年度～  

哲西中学校にて全生徒にブレット PC 配付及び普通教室及び体育館等特別

教室に電子黒板整備 

平成 26 年度～  

哲西中学校を除く市内全中学校 5校において、校内無線 LAN ネットワーク

及び電子黒板など ICT 環境を整備すると伴に、1人 1台のタブレット PC

を配付し ICT 活用教育を実施している。 

・さまざまな場面で、効果的な利活用がされている。その中で、無料アプリ

を利用かつ連携させた協働学習が行われており、この手法は非常に効果的

であり、高く評価されている。 

・各学校及び各教科部会の教員の授業見学や研修を行い、同一教科の他校教

員と情報を共有し、教科教育の高度化を図っている。 

・先進校である哲西中では定期的なタブレット PCの持ち帰りを行っており、

情報モラル教育についても実施している。他の中学校においても、学校の

状況に応じて、哲西中学校での取り込みをモデルにルールを作成の上、持

ち帰りを実施している学校もあり、この中で、家庭学習を定着させ、学校

と家庭での学習のあり方について検討している。 

・全中学校において、朝から放課後まで自由にタブレット PC を使用させて

いる。その中で、各学校の状況に合わせてルールの作成や指導内容につい

て検討し、中学校教育における情報リテラシー教育の位置付けを行ってい

る。 

・機会があるごとに、情報モラルについて授業や指導等を行い、確実に定着

させようとしている。そして、情報源とする Web サイト等から必要かつ正

しい情報を得ること、様々なアプリケーションを使用することによるリテ

ラシーの向上及びこれらを通じて従来の教員からの「あたえられ」、「やら

される」学習ではなく、自ら「調べ」、「考える」学習によって、知識の定

着を図っている。 
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3.16.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

これまで蓄積してきた授業における ICT 活用事例集を基にモデルカリキュラムが作成されて

おり、活用事例が添付されている（図 3-18）とともに、効果が記載されている（図 3-19）。 

 

 

 
 

図 3-18  岡山県新見市活用事例（中学 1年英語）より抜粋 

 

 

 

図 3-19 岡山県新見市 ICT 教育カリキュラムより抜粋 

 

 

  

利用機器 形態

■体験の想起・代行による理解の深化 身近な洋楽で英語の発声練習 IWB 一斉
■生徒同士の教え合いによる思考の変

化
配付資料への記入と質問への回答 IWB 個別

■創作活動による思考・表現の向上 英語で不明な点の相談、発言のチェック - グループ

よかった点改善点を付箋で整理 -
個別

グループ

■繰り返しによる知識定着 英語でのあいさつ、洋楽を歌う IWB 一斉
■生徒同士の教え合いによる思考の変

化

英会話文の音読、小テスト形式による英文の記述と

解答
TPC 個別

■創作活動による思考・表現の向上 会話練習（班内ペア） - グループ

■生徒による説明・発表の支援 会話の撮影 TPC グループ

動画の比較・自己評価 TPC
個別

グループ

■体験の想起・代行による理解の深化 英語の聞き取り、クイズゲーム -
個別

グループ
■生徒同士の教え合いによる思考の変

化
人物、キャラクターのキーワードを記入 TPC+IWB グループ

■生徒による説明・発表の支援 キーワードからヒント文を作成 TPC+IWB グループ

ヒント文を流れの良い順に並べ、クイズ文章を作成 TPC+IWB グループ

発表 TPC+IWB
グループ

協働

■繰り返しによる知識定着 章末問題の撮影 TPC 個別

画像の保存 TPC 個別

答え合わせ TPC+IWB 一斉

・マインドマップやヒント文、クイズ文章の作成の作り方・作業の流れ

をIWBに映し、ペンツールソフトを使いながら説明できて、生徒への説

明がやりやすかった

・キャラクターをイメージしにくいとき、Yahoo!あんしんねっとで検索

でき、ヒント文を作る手がかりになった

・書けない単語、教科書を調べても載っていない単語があっても、

Yahoo!あんしんねっとを使って単語を調べることができる

1年英語1301 英語 The Wonderful Ocean

1 英語
speaking4

買い物①（Tシャツを買う）

・会話に必要な選択肢をTPCで提示でき、会話学習がスムーズになった

・前回と今回の撮影動画の比較・確認によって、声の大きさ・目線など

会話の姿勢を客観的に自己評価できる
1年英語95

英語 My project 1

・生徒全員が終始、積極的に授業参加した

・ALT（動画）の質問のときには、生徒が積極的に発言していた

・グループ内学習の際には生徒同士が積極的に意見交換していた

・アクティブラーニングができる
1年英語1151

ICT活用
効果 活用事例学年 教科 単元 ねらい 授業概要

1 数学 方程式

・今までは実物投影機で生徒のノートを写して答え合わせをしていた

が、Dropboxに提出させることにより、ノート回収の手間が省けて時間

短縮できた

・多くの生徒の解答を共有することができる

・授業終了後に個人の理解度を把握することができる

1年数学148

利用機器 形態

IWB 一斉

IWB 個別

- グループ

-
個別

グループ

・生徒全員が終始、積極的に授業参加した

・ALT（動画）の質問のときには、生徒が積極的に発言していた

・グループ内学習の際には生徒同士が積極的に意見交換していた

・アクティブラーニングができる
1年英語115

ICT活用
効果 活用事例
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3.17 島根県 

3.17.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

 

１.自治体名 島根県 

２.実践テーマ ⑨その他 

学校図書館活用教育における ICT の活用 

３.教科等 国語科、社会科、総合的な学習の時間 

４.学年 小学校 4年～6年 

５. ICT 活用の配列の考え方 

（１）調べ学習の各過程における活用について 

 学校図書館を活用した主体的・協働的な調べ学習において、ICT 機器を、どの単元の、 

どの過程※で、どのように利活用することが効果的かを検証する。  

 その際、図書資料と ICT 機器の相乗効果的な活用を実践的に研究する。      

調べ学習の過程※ 代表的な ICT 活用 代表的な学校図書館活用 

①課題の設定  

 

 

・興味・関心の創出 

・説明・発表の支援 

 

 

 

・探究モデルの提示 

・並行読書（問題意識醸成支援） 

②情報の収集  

 

 

・ICT による検索 

（インターネットリンク集、 

百科事典電子版） 

・収集した情報の閲覧・想起 

 

 

 

・図書館資料による検索（ブック

リスト、パスファインダー、ファ

イル資料、百科事典） 

・引用、要約の技能の定着 

③整理・分析  

 

 

・整理・分析の過程の吟味・ 

共有 

 

 

 

・情報カードによる整理 

・思考ツールによる分析 

④まとめ・発表  

 

 

・説明・発表の支援 

・作業を簡略化することによる意

欲の喚起 

 

 

 

・発表・交流方法に関する資料支援 

・学習成果物の図書館での掲示、

保存 

※       は、図書資料と ICT 機器の相乗効果的な活用の具体的な事例 

 

 

 

 

図書資料と ICT 機器の特徴特徴を生かした探究モデルを授業者が具体的に提示するこ

とで、児童に興味・関心や見通しをもたせる。 

図書館資料を中心としながら、ICT の長所も生かして、様々な方法で効果的に情報を収

集する。ICT の特徴を生かし児童相互に収集した情報を閲覧できるようにする。 

情報カードを操作するなどして、収集した情報について比較・分類したり優先順位を

考えたりする。その過程を児童相互に吟味・共有するために ICT 機器を活用する。 

ICT を活用することで、収集した情報を効果的に活用したり、相手や目的に応じて発表

を修正・変更したりしながら、よりよい発表・よりよい考えに練り上げる。 
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（２）発達段階や指導の順序性を踏まえた ICT 活用について 

下学年において学校図書館の図書資料により情報を活用する能力の基礎を培い、それを上学年

において ICT 機器の利活用へと発展させる。また、図書資料と ICT 機器を往還的に利用し、それ

ぞれの特徴を体験的に理解させ、必要に応じて活用できるようにする。上記のような取組を通し

て児童自身が課題解決にふさわしい手段を選ぶことができるようにする。（参考資料：平成 28

年度 情報活用の指導 身に付けたい力の系統表） 

（３）クロスカリキュラムについて 

学習者の主体的な学習を促進するため、各教科等の学習過程を組み合わせ、一体とした単元（ク

ロスカリキュラム）を作成した。クロスカリキュラムの総合的な目標は、学校の教育目標を踏ま

えた教科横断的な視点で設定し教科等の目標を超えた資質・能力の育成を目指した。児童の課題

解決の意欲を高め、ICT や学校図書館資料の活用がより主体的になるように心がけた。 

６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

実物投影機 11 
各校通常学級に 

各 1台 

平成 22年～平成

26 年 

電子黒板 8 

各校 4台 

（内、プロジェクター

タイプ 2台 

平成 22年～平成

26 年 

タブレット PC 47 
各校 2クラス分 

（児童 1人 1台） 

平成 26 年 9 月、

平成 27 年 9 月 

学習支援 

ソフト 
47 

各校 2クラス分 

（児童 1人 1台） 

平成 27 年 

3 月、9月 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

○平成 22年度 

町内の小中学校に電子黒板、実物投影機等を設置 

○平成 23年度 

町が島根県メディア教育研究大会の開催地となる 

○平成 24年度 

全小中学校にデジタル教科書を整備 

○平成 25年度 

全小中学校の特別支援学級にタブレット PCを導入 

タブレット PC活用先進校視察等の教職員研修を実施 

中国地方放送教育研究協議会夏期特別研修会で実践発表（来島小） 

○平成 26年度 

町内の 1中学校をタブレット PC 活用実証校に指定 

全小中学校にタブレット PC を配備 

ICT 支援員 1名を配置し、中学校 1校を支援 

○平成 27年度 

本事業実証校に学習支援ソフトを導入 

ICT 支援員 1名を配置し、中学校 1校と本事業実証校 2校を支援 

○平成 28年度 

町内すべての小中学校に学習支援ソフト、タブレット PC を整備 

全小中学校に指導者用デジタル教科書を整備（各学年 3教科ずつ） 

ICT 支援員を 2名体制として、全小中学校に巡回支援  
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3.17.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

ICT 活用及び学校図書館活用の「ねらい」「活用場面・方法」「利用する ICT 機器・学校図書館

資料」をそれぞれ■（ICT 活用）、および◆（学校図書館活用）にて示している。 

 

 

 
 

図 3-20  島根県モデルカリキュラム社会科・国語 5年 より抜粋 

 

 

 

 

 

  

学期 月 ねらい 活用場面･方法
利用するＩＣＴ機器・
学校図書館資料

１．放送局がどのようにして情報を伝えた
かを発表する。

２．情報を伝える人の工夫や願いなど、
もっと調べてみたいことなどから考え学習
問題をつくる。

３．ニュース番組がどの様にしてつくられて
いるのかを調べる。
・普段の放送
・緊急時の放送

■◆視覚的支援
【一斉指導】
ニュース番組ができあがるまでの流れと工夫について映像等の資
料を提示する。

■（教員）
デジタル教科書
NHK for school

◆ニュース番組についての図書資料

４．番組構成の工夫を調べる。

■視覚的支援
◆思考の基となる資料提
示
◆説明・発表の支援

【個別学習】
テレビ欄を見て番組をジャンル毎に分けて編成の仕方について考
える。
【一斉学習】
考えたことをタブレットを使って全体に発表し、理解を深める。

■（児童）
1人1台タブレット端末
■（教員）
タブレット端末
発表支援システム

◆新聞（テレビ欄）

５．情報を送る側の責任について話し合
う。

■視覚的支援
【一斉学習】
テレビの情報がもたらすプラスの影響とマイナスの影響があること
について資料を見ながら話し合あわせる。

■（教員）
デジタル教科書
ニュース映像

■視覚的支援
【一斉学習】
拡大表示されている教材文にマーキングし、図のことを説明してい
る文章はどこかを確かめる。

■（教員）
デジタル教科書
電子黒板

■説明・発表の支援
◆思考の基となる資料提
示

【協働学習】
グループで話し合ったことが書き込んであるワークシートを拡大提
示して全体での共有を図る。

■（児童）
グループ１台タブレット端末
■（教員）
タブレット端末
発表支援システム
◆新聞、インターネット、その他の資
料

■成果物作成による思考・
表現の向上

【個別学習】
文章をタブレット端末で文字入力し、必要に応じて修正する。

■（児童）
1人1台タブレット端末
■（教員）
タブレット端末
発表支援システム

メ

デ

ィ

ア

と

の

付

き

合

い

方

の

学

習

６．社会科で学んだ「情報を送る側の責
任」と、国語科で書いた「情報を受け取る
側の心がけ」を基にして、メディアとどのよ
うにつきあうか意見交換会をする。
【まとめ・発表】

■◆発表内容を理解する
ための補助

【一斉学習】
話題に応じ、資料を拡大提示する。

■（教員）
タブレット端末
電子黒板
パソコン
◆これまでの学習で用いた資料・意
見文

5 3 1

情報産業とわたしたち

 

■（教員）
デジタル教科書

◆メディアに関する図書資料
◆新聞資料

情
報
を
送
る
側
の
学
習

【社会的事象への関心・意欲・態度】
①大震災発生時の放送局の放送を
通して，情報を提供している産業と国
民生活の様子に関心をもち，意欲的
に調べようとする
②情報産業の発展に関心をもち，情
報を有効に活用しようとする。

【社会的な思考・判断・表現】
①放送などのマスメディアを通して情
報を提供している産業と国民生活と
のかかわりについて，学習問題や予
想，学習計画を考え表現することがで
きる。
②情報産業の様子と国民生活とを関
連付けて，情報産業の働きは国民の
生活に大きな影響を及ぼしていること
や，情報の有効な活用が大切である
ことを考え，適切に表現することがで
きる。

【観察・資料活用の技能】
①各種の資料を活用し，我が国の情
報産業について必要な情報を集め，
読み取ることができる。
②我が国の情報産業について調べた
ことを，ノートなどにまとめることがで
きる。

【社会的事象についての知識・理解】
①放送などの産業と国民生活とのか
かわりを理解することができる。
②情報産業が果たす役割の大切さと
情報の有効な活用の大切さを理解す
ることができる。

社会
ＩＣＴ活用■及び学校図書館活用◆

学年

指導時期

単元 めあて・単元目標 学習活動の概要

■◆興味・関心の創出
◆並行読書

【一斉指導】
・東日本大震災が発生したとき、放送局がどのようにして情報を伝
えたかを視覚的にとらえられるようにする。
・関連する資料を提示し、学習への意欲付けを図る。
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3.18 島根県美郷町 

3.18.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 島根県美郷町 

２.実践テーマ ⑥言語活動 

３.教科等 全教科 

４.学年 小学校 4年～6年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 本町の児童生徒においては「思考力・判断力・表現力等」の育成に課題があり、これらの力を

育成するためには言語活動を充実させた授業改善に取り組む必要があった。 

 その際、言語活動を充実させるツールとして、タブレット PC 等の ICT 機器は有効であると考

え、タブレット PC 等の ICT 機器をどのように活用すれば言語活動が充実し、「思考力・判断力・

表現力」の育成を図ることができるのかを検証し、それをもとにモデルカリキュラムを作成した。 

 モデルカリキュラムの作成に当たっては、以下に示すような考え方を基に作成した。 

 

①  言語活動の充実を図った授業改善を行うためには、指導者や児童が言葉のみで、説明した

り、話し合ったりするのではなく、思いや考えを文字や図など見える形にし、共有する活動

が有効である。（思考の可視化） 

 例えば、次のような活動場面が考えられる。 

ア）指導者が学習課題を設定する場面において、電子黒板に画像を示したり、黒板に 

 書いたりして授業のねらいを明確化する。 

イ）児童が課題に向き合った時に生じる思いや考えを文字や図、グラフ、表、画像など 

 を使って可視化させる。 

ウ）指導者や児童の思いや考えは可視化された情報と言葉の両方で共有することで 

 明確になり、児童はさらに思考を深める。 

②  ①のような授業を展開するためには、その際の道具（ツール）として ICT 機器や黒板、ノ

ートなどの物理的な環境を整える必要がある。 

③  本町ではこれまでの実践から主として ICT 機器を中心としたデジタルツールと黒板や鉛

筆・ノートを中心としたアナログツールの特性を明確にし、それぞれの強みを取り入れた授

業をデザインすることが授業改善にとって大切であると考えた。 

④  言語活動の充実におけるデジタルツールとアナログツールの特性は大きく次のように考

えられる。（○は強み、△は弱み） 

 ・デジタルツール 

○映像を大きく映し出したり、映像に書き込んだり、拡大したりするなどの操作を通じて、

課題を焦点化したり、課題に対しての考えを持ったり、他の人と考えを共有したりするこ

とができる。 

 

○映像は動画として動きや変化を見せることができたり、説明に合わせてスライドなどを示

すことで思考の過程を表現したりすることができる。 

△表示は一時的であり、基本的には授業展開の中で消える。 
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 ・アナログツール 

○授業展開の中で大切な内容を残すことができる。授業が終わった際にはその時間の学習内

容全体を俯瞰し、内容を確認することができる。 

△授業展開の中で、思考を表現したものを、誰でも見やすいように大きく提示することは難

しい。 

⑤  実際に指導者は学習のねらいにせまるための言語活動を設定し、デジタルツール、アナロ

グツールの特性をふまえて有効なツールを選択するなど、授業をデザインすることが大切で

ある。 

⑥  その手がかりとして、本町では、単元や 1時間の授業の基本的な流れ（美郷スタイル）を

作成した。 

授業の展開 学習活動 学習形態 

ツール 

デジタルツール 

アナログツール 

つかむ 

課題設定 

↓ 

学習のねらいの提示 

一斉学習 

 

一斉学習 

電子黒板等 

 

黒板・ノート等 

考える 

深める 

個人思考 

↓ 

情報の共有 

↓ 

思考の深化 

個別学習 

 

協同学習 

 

協同学習 

一斉学習 

タブレット PC等 

 

黒板・ノート等 

 

電子黒板等 

 

まとめ 

振り返り 

思考力・表現力の向上 

知識の定着 

↓ 

学習の振り返り 

一斉学習 

 

 

個別学習 

電子黒板等 

黒板・ノート等 

 

 

黒板・ノート等 

⑦ ①～⑥の考えに基づいた授業は教科や単元にとらわれることなく、普段の授業実践の中で繰

り返し行われるものであるが、本モデルカリキュラムでは代表的なものとして各学年、各教

科、各学期に 1単元を記載した。 

⑧  そして、それぞれの単元ごとに「単元のねらい」「設定する言語活動」「活動の概要」「デ

ジタルツール・アナログツールの活用について」を示した。「デジタルツール・アナログツ

ールの活用について」では ICT 等デジタルツールのみではなくアナログツールを示し、デジ

タルツールとアナログツールの関係を矢印で示した。このことによりデジタルツールの特性

を意識しそれぞれの良さを生かした活用につながると考えた。 

⑨  また、ICT の活用についてはタブレット PC に慣れていない 4 学年はノートやワークシー

トに自分の考えを書き込み、それをタブレット PC を使って写真に写し電子黒板に転送する

など、カメラ機能を使う活動を多く取り入れた。児童の実態や書き込む文字の量にもよるが、

学年が進むにしたがってタブレット PC へ直接書き込み、電子黒板に転送する活動を多くし

ている。 



97 

 

６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC 127 台 小学校4年生

以上1人 1台

ずつ 

平成 27 年 

7 月 

電子黒板 8 台 全教室 平成 27 年 

7 月 

無線ネットワーク環境 2 校 全教室 平成 27 年 

7 月 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

平成 27 年度にタブレット PC や電子黒板、無線ネットワーク

環境の整備を行い、平成 27 年 9月以降本格的に活用を始めたと

ころである。昨年度は 2 回、今年度 2 回「美郷町 ICT 活用推進

会議」を開催し、より効果的な活用方法について協議を行った。

また、ICT 支援員ならびに指導主事が学校訪問を行い、日頃から

活用方法についてアドバイスをしている。導入初年度は指導者

の話題の中心はICT機器をどう使うのかといった点であったが、

現在は学習のねらいにせまる使い方はどうあるべきなのかとい

った点に移行してきている。 
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3.18.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

 ICT 等のデジタルツールの活用場面・方法を学習形態とともに示して、利用するアナログツ

ールについても設定している。 

 

 

 

 

 

 

図 3-21 島根県美郷町 ［言語活動］モデルカリキュラム（年間指導計画）より抜粋 
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3.19 福岡県那珂川町 

3.19.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 福岡県筑紫郡那珂川町 

２.実践テーマ ①外国語活動・英語教育 

ICT を活用した中学校英語教育の高度化 

３.教科等 英語 

４.学年 中学校 1年～3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 本町のモデルカリキュラムの特徴として、ICT 活用に特化した英語科の年間指導計画を作成し、

全ての単元において ICT の活用例を挙げている。 

全単元においてタブレット PC 等を使用しなければいけないという配列ではなく、それぞれの

単元において、ICT を取り入れるのならば、このような活用ができるという例を挙げた年間指導

計画を作成している。 

本町は英語の 4技能をバランス良く向上させることを目標としているため、その指導計画の中

には 4 技能のリスニング（L）、リーディング（R）、スピーキング（S）、ライティング（W）のど

の部分が重点的に評価できるのかを表している。 

さらに、それぞれの単元目標に応じた ICT 活用の具体例を「ICT を活用した指導」の項目に表

記している。ここには、それを活用することで、今求められている“どのように学ぶか”“何が

できるようになるか”という視点を設け、その指導に対する「評価規準」が整合するようにして

いる。 

実際には、日常的な活用として、授業の始まりに一人一人がタブレット PC においてドリルア

プリ等を活用し、語順並び替えや発音練習、常備してある課題に取組み、日々の成果を確認する

など、毎日の反復練習により様々な面で生徒の英語に関する技能の向上にもつながっている。 

また、タブレット PC を用いて個人のスピーチをそれぞれで録音し、再生し確認する、ペアと

なってスピーチの録画をおこない、それを確認し相互評価しあうなど、これまでにはできなかっ

た自分で自分のスピーチを確認した上で、改善しながら反復練習が可能となる。 

スピーキングのテストについては、生徒が録画したものを教師用パソコンに提出し、教師が空

き時間等に確認・評価するなど、これまでは一人一人を相手にテストしていたものを別の時間に

利用できるなど時間短縮も可能となる。 

さらに、タブレット PC を活用し、オンライン英会話という外国人講師との授業を行うことも

でき、これについては、普段授業をおこなっている ALT との授業とは違い、5名～6 名のグルー

プに分かれ、オンライン上の 1人の講師と会話を行い、そのグループの中でも講師と会話をする

生徒、その横でサポートをする生徒、またその講師と生徒の会話の中から情報を得る生徒など、

教師が生徒にそれぞれに役割を与えることで、生徒は意欲的に授業に臨んでいる。 

生徒は、学んだことをオンライン上の外国人講師に対して実践的に英語を話すというタスクを

課せられているため、それぞれが授業の前に目標や課題をもって準備している。40 人に対し 1

人の ALTよりも5名～6名に対し1人のオンライン上の外国人講師を活用することでより効率の

良いコミュニケーション力の向上にもつながる。学年に応じて、年間でどの部分にこの授業を組

み込んでいくのかも効果的な活用を行う上で重要となってくる。 

これらのように、ドリルアプリによる日常的な反復練習から、寸劇やストーリーテリングにお

いてどのように相手にわかりやすく伝えるか、学習した内容をもとにオンライン英会話システム
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により英語でのコミュニケーション力、4技能の総合的な力をつけていくなど、幅広い活用が可

能となる。 

その他にも、電子黒板を活用し、生徒が考えた文章や回答を教師用タブレット PC で撮影し、

それを電子黒板に映し出すことで、全体で共有したり、それを基に生徒が発表したりすることも

できる。 

また、電子黒板の活用においては、教師が作成した教材を映し出し、デジタル教科書を利用し、

教科書に沿った学習もでき、音声確認がしやすくなる。 

タブレット PC の活用台数については、目的に応じて、生徒が一人一台で活用、ペアで活用、

グループで活用、教師だけが活用など工夫しながら活用している。 

 

６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の 

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC（生

徒用） 
120 

町内の3中学

校に 40 台ず

つ 

平成 28 年 

2 月１日～ 

リース開始 

タブレット PC（教

師用） 
3 

各中学校に 1

台ずつ（教師

用） 

同上 

管理用パソコン 3 
同上（管理用

パソコン） 
同上 

電子黒板 11 

町内の各小

中学校に1台

ずつ 

平成 21 年度 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

平成 21年度に町内の小中学校に電子黒板を 1台ずつ配置してい

たが、効果的な活用ができておらず、教員によっては自分で作

成した教材などを用いている者もいるが一部の教員に限られて

いた。 

平成 27 年度のタブレット PC の導入により英語科の教員を中心

にタブレット PC の活用に併せて電子黒板、液晶テレビを併用し

ながら、ICT の活用を進めている。 
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3.19.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

全単元で単元目標及び ICT 機器の特性に応じた具体的な ICT 活用例が記載されており、その

指導に対する「評価規準」が示されている。 

 

              

 

 

図 3-22 福岡県那珂川町 「英語科年間指導計画   中学校 第２学年」より抜粋 
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3.20 佐賀県小城市 

3.20.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 佐賀県小城市 

２.実践テーマ 
⑨その他 

情報リテラシーと情報モラルの育成 

３.教科等 道徳、社会、国語 

４.学年 小学校 1年～中学校 3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

・実践テーマ「情報リテラシーと情報モラルの育成」を目指し、小学校 1年生から中学校 3年生

までの 9年間、道徳を中心に年間指導計画に「独自教材」を位置づけたモデルカリキュラム 

 

・情報モラル指導カリキュラムチェックリスト（文部科学省）を基に、児童生徒の発達段階に応

じて「身に付けさせたい力」を体系付け、目指す児童生徒の姿や授業イメージを明確にしたモ

デルカリキュラム 

 

・教師と児童生徒の ICT 活用及び情報モラルやアクティブ・ラーニングの視点を持った授業設計

を他教科の学習へつなげるモデルカリキュラム 

 

・小中学校の同一の ICT 環境において、ICT 機器とソフトウェアを最小限かつ効果的な利活用を

盛り込むモデル授業の開発（ICT 利活用場面を学級の実態に応じて内容をアレンジしたり、段

階的に発展させたりすることができる） 

 

・導入においては、児童生徒の興味関心を高めたり、学習活動を焦点化したりするために ICT

を活用する 

 

・展開においては、主に体験や仮想体験で ICT を活用し児童生徒相互の考えの共有から思考する 

 

・まとめ（終末）においては、ICT を活用することで考えや立場の変容を明らかにし、学習を振

り返らせ、学びを深める 
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６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の 

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

電子黒板 224 

全小中学校

通常学級、特

別支援学級 

及び特別教

室（一部） 

平成 24～ 

25 年度 

書画カメラ 224 

全小中学校

通常学級、特

別支援学級 

及び特別教

室（一部） 

平成 24～ 

25 年度 

タブレット PC先

生用 
170 

全小中学校

教員 
平成 25 年度 

タブレット PC学

習者用 
550 

各校 

20-80 台 
平成 25 年度 

校内 LAN  

全小中学校 

全教室無線

LAN 

平成 24 年度 

デジタル 

教科書 
全学年 

全小中学校

全教科 

平成 27～ 

28 年度 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

 平成23年度に市内小中学校全校の教頭と情報担当主任を委員

とする教育情報化推進協議会を設置し、市内全域で標準化した

環境整備を目指す「小城市教育情報化計画」を策定する。 

平成 24 年度から教育情報化事業に着手して、市内全小中学校

における教育情報化に向けた ICT 環境整備を進め、平成 25年度

に完了する。 

平成25年度から児童生徒の情報モラルの育成を重点課題とし

て、IT サポートさがと情報モラル教育に関する協定を締結して

情報モラル学習を全校で実施する。また、小城市学力向上研究

委員会において授業における ICT 利活用の研修を推進する体制

を確立する。 
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3.20.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

各学年において、道徳をベースに「ICT 活用」の内容とともに「情報モラルの視点」や「アク

ティブ・ラーニングの視点」が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-23 佐賀県小城市 情報リテラシーと情報モラルの育成についてのモデルカリキュラム 

より抜粋 

 

  

・
・
・ 
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3.21 熊本県人吉市 

3.21.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 熊本県人吉市 

２.実践テーマ ⑧情報活用能力の育成 

３.教科等 理科、社会、道徳、総合的な学習の時間 

４.学年 
小学校 3年～6年（理科、社会、総合的な学習の時間） 

小学校 1年～6年（道徳） 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

（１）小学校において、理科・社会・道徳・総合的な学習の時間を中心に、児童自らが情報を適

切に収集、整理し、発信する情報活用能力の育成を目指し、情報活用能力育成のカリキュ

ラム開発を進める。 

特に、情報活用能力 3 観点 8 要素と、21 世紀型能力の基礎力である「情報スキル」との

関連を考慮したカリキュラム開発をめざす。 

 

（２）グループ学習等の協働的な学びの中でタブレット PC 等を活用して、情報の収集・整理・

加工・発信を主体的に展開できるモデルカリキュラムの作成を系統的に行う。 

 

（３）ペア学習やグループ学習での ICT 活用に関するモデルカリキュラムを作成する。グループ

1台と一人 1台環境での比較など、共通学年において 1単元で複数のパターンで検証授業

を実施し、活用効果や協働的な学びの変化について検証・分析を行う。 

 

（４）各教科での知識や技能を活用する力を情報活用能力に関連づけた情報教育の指導方法を教

科等で横断的に検討し、人吉市の小学校すべてで共通したカリキュラムを開発し情報活用

能力を高める。 

 

（５）作成したカリキュラムは、人吉市立教育研究所情報教育部会を通じて全校での実施、運用

し、本市全体で共有を図る。  
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６. 参考 

本事業に取

り組む背景 

ICT 環境の

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

デジタルテレビ 

（後付で電子黒板） 
10 

小学校 7 校・中学校 3 校 

各 1 台 

平成 21 年度 

～  
平成 22 年度 

（学校ICT環境整備事業） 

実物投影機 10 

プロジェクタ 10 

スキャナ 10 

デジタルテレビ 

（J-ALERT 表示用） 
11 

小学校 7 校・中学校 3 校 

各 1 台 
平成 21 年度 

～  
平成 22 年度 

（ユビキタスタウン構想推進事業） 

タブレット PC 

 
320 

小学校 7 校・中学校 3 校 

各 1 学級分 

タブレット PC 充電保管庫 16 
小学校 7 校・中学校 3 校 

1 学級分 

屋内アクセスポイント 41 小学校 7 校・中学校 3 校 

タブレット PC（児童用） 

 
902 

小学校 7 校 

2 人に 1 台 

平成 22 年度 

（地域雇用創造 ICT 絆プロジェクト） 

電子黒板 

（教師用タブレット PC、実物投影機含む） 
35 

小学校 7 校 

2 学級に 1 台 

タブレット PC 充電保管庫 47 
小学校 7 校 

 2 学級に 1 台 

指導者用デジタル教科書 

 

7 

7 

小学校 7 校 

国語・算数（1～6 年） 

理科（3～6 年） 

授業支援ソフト 

 
7 小学校７校 

屋内・屋外アクセスポイント 200 

小学校７校 

校内無線 LAN 100％ 

運動場でも利用可 

校務支援システムソフト 

 
7 小学校７校 

電子黒板 

（教師用ノート端末、実物投影機含む） 
10 中学校３校 

平成 24 年度 

～  
平成 25 年度 

電子黒板用ノート端末（利用サービス） 50 小学校６校 

平成 27 年度 

指導者用デジタル教科書 

 

6 

6 

6 

小学校６校 

 国語・算数（1～6 年） 

 社会・理科（3～6 年） 

 地図（4～6 年） 

タブレット PC 

 
60 

小学校 3 校 

各 20 台 
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指導者用デジタル教科書 

 

3 

 

 

3 

3 

中学校 3 校 

 国語・歴史・地図・数学・ 

理科・音楽・美術・技術・

英語（1～3 年） 

 地理（1～2 年） 

 公民（3 年） 

平成 28 年度 

タブレット PC 

 
60 

小学校 3 校 

各 20 台 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

1 学校・地域施設の防災・防犯情報システム活用、学校でのユビキタ

ス環境と e ラーニングによる学習環境を整備した。学校や地域施

設の安全安心を保証し、地域住民の自発的活動を促すとともに、

児童生徒の学力向上と地域教育力の向上を図った。 

 

2 校内 LAN（無線 LAN 接続）、児童用タブレット PC 等を整備し、これ

らの環境の活用促進を図るため、デジタル教科書・教材等を集約

した「人吉市きずなポータル」も構築。デジタル教科書やドリル

教材、Web 共有ボードも日常的に活用できる環境を整えた。人吉

市立教育研究所情報教育部会を中心に市全体で組織的に推進し

た。 

 

3 学年の発達段階に応じ中心的に活用する機器・機能を設定した「児

童情報活用スキル一覧」をまとめ、最終的な児童の姿をイメージ

し指導に組み込むことができるようにした。 
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3.21.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

理科・社会・道徳・総合的な学習の時間を中心とした教科横断型のモデルカリキュラムとして、

ペア学習やグループ学習での ICT 活用に関して例示されている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 3-24 熊本県人吉市 情報活用能力の育成についてのモデルカリキュラムより抜粋 
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3.22 熊本県山江村 

3.22.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 熊本県山江村 

２.実践テーマ ⑤その他 

ふるさと教育の活性化を図る ICT 活用 

３.教科等 複数教科横断での作成 

４.学年 小学校 1年生～中学校 3年生 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

～山江版アクティブ・ラーニングにおける ICT の活用～ 

 本村においては、山江版アクティブ・ラーニングにおける ICT 活用の視点として以下の 

3 点を取組の柱とした。 

 ①導入時の課題提示における ICT 活用 

 ②展開時の協働的な学びの場面における ICT 活用 

 ③終末時の学びのふり返り及び授業外活動との連携における ICT 活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）導入時の課題提示における ICT 活用 

   子供が主体的に課題に向き合うためには、教材との出会わせ方が重要である。 

生活場面と関連付けて問題を提示したり、子供の好奇心を刺激するような提示の仕方を工

夫したりして、子供の関心意欲を高めることが主体的な学びにつながる。また、地域素材を

教材化し身近なものや人をとおして学ぶことで、子供は課題を身近な問題としてとらえるこ

とができる。 

ここでは、「自作のプレゼンテーションやデジタル教材等を活用して既習事項をふり返る」

「既習事項と本時の学習との関連を明確にして解決の見通しを持たせる」「注目してほしい

部分をマーキングして課題を焦点化する」「学習の進め方を提示する」等の主に教師の活用

により、子供に課題への関心や解決への見通しをもたせた。学年の段階、教科・領域、時期

等に関わらず多くの学習で活用が可能であり、「何を」「どう見せるか」にこだわることを特

に大切にした。 

 

 

 

 

 

興味・関心 

見通し 

協働的な学び 

課題提示 

情報の整理  思考 議論 

分析   説明 発表 

ＩＣＴ活用 

学び方 

取材活動 

振り返り 

日常化 
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（２）展開時の協働的な学びの場面における ICT 活用 

本村では、子供の「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」が実現できるよう、特に

集団思考の場面（協働的な学びの場面）を重視している。集団思考の場面は単に自分の考え

の情報発信（アウトプット）だけにとどまらず、ペアやグループでの話し合いをとおして新

しい考えを生み出したり、自分の考えにフィードバックしたりされるような双方向型の学び

であることが重要である。そこで、思考の過程の可視化や思考錯誤のツール、情報の整理・

分析、疑似体験、発言の根拠を示す等の活動において ICT を活用した。 

ここでは、教師が作製したデジタル教材の提示や書画カメラを用いた説明活動等教師が主

体となった活動の他に、タブレット PC やホワイトボード・思考ツール等を併せて子供が主

体となって活用する活動も多い。また、低学年では「教師が設定した使用方法に沿って活用

する」「自分の考えを相手に伝えるための表現ツール」等の限定的な活用が多いが、学年が

上がるにつれて「発言の根拠として様々な資料の中から選択して示す」「学んだ結果を取り

込んで自分の考えを整理する」等、子供の活用の自由度も広がっていく。 

（３）終末時の学びのふり返り及び授業外活動との連携における ICT 活用 

   本時の学習のふり返りとして、これまでの学習や身近な生活との関連を意識させる資料を

提示したり、学習内容を整理・記録したりする場面で ICT を活用した。特に道徳の時間につ

いては、学習内容をあたため実践への意欲を高めるために、身近な話題を教師の説話として

終末に示すようにしたため、どの学年でも活用が可能である。また、教科の学習にあっては

学習前後の活動として家庭・地域での取材活動にタブレット PC を活用した。これらについ

ては、操作スキルの点から主に上学年での活用となっている。 

 

６. 参考 

本事業

に取組

む背景 

ICT 環境の 

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

電子黒板 24 全教室配置 平成 23 年度から 

タブレット PC 491 子供 1人 1台 平成 24 年度から 

無線 LAN  全教室整備 平成 24 年度から 

指導者用デジタル 

教科書 

 国・算（数）・社・

理 

平成 23 年度から 

こ れ ま で

ICT 活用に

関して取組

できた内容 

・平成 23年度 文部科学省国内の ICT 教育活用好事例の収集・普及・
促進に関する調査事業研究事業～九州・沖縄ブロック発表校 
・平成 24年度 文部科学省国内の ICT 教育活用好事例の収集・普及・
促進に関する調査研究事業協力校 
・平成 25～27 年度 熊本県教育委員会指定 ICT を活用した「未来の学
校」創造プロジェクト推進事業研究校 
・平成 26 年度 文部科学省委託事業「ICT を活用した教育の推進に資
する実証事業」 
・平成 25～26 年度 DIS スクール・イノベーションプロジェクト実証
校 
・平成 23年度より毎年 ICT 研究発表会を実施 
・平成 24年度より毎年村独自の教育論文表彰式を開催 
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3.22.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

アクティブ・ラーニングにおける ICT 活用の視点を 

 ①導入時の課題提示における ICT 活用（「課題提示の工夫」） 

 ②展開時の協働的な学びの場面における ICT 活用（「協同的な学びの充実」） 

 ③終末時の学びのふり返り及び授業外活動との連携における ICT 活用（「学び方の確立」） 

とし、それぞれの ICT 活用場面がどの視点を考慮しているのかが示されている 

 

 

 

 

 

図 3-25 山江村モデルカリキュラムより抜粋 

 

 

 

  



112 

 

3.23 鹿児島県霧島市 

3.23.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 鹿児島県霧島市 

２.実践テーマ ①外国語活動・英語教育 

３.教科等 外国語活動・英語 

４.学年 小学校 3年～中学校 3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

・ICT 活用により育成している力と学力の 3要素との関連性について 

ICT 活用のねらいは、ICT 活用の目的を、学力の 3要素を踏まえた単元目標に関連づけて記入す

るようにした。（例：「繰り返しによる定着」「動機付け」「興味関心の創出」「児童生徒同士の教

え合い」「児童生徒による説明」「目的やめあての明確化」「典型例の提示」「創作活動」「体験の

想起」「体験の代行」「自己評価」「知識の補完」等） 

・ICT 活用方法、環境について 

 ICT 活用場面は、どのような ICT 活用の仕方をするのかを記入した。（例：「児童生徒グループ

1 台タブレット PC 利用」「児童生徒による電子黒板（プロジェクター）活用」「児童生徒による

タブレット PC利用」「教員によるタブレット PC利用」「教員による電子黒板（プロジェクター利

用）」等） 

・1単位時間における ICT 活用について 

 外国語活動や英語教育において、導入、展開、終末における ICT 活用のねらいが大きく分類で

きる。また、グループにタブレット PC が 1 台という環境の中でその活用方法については教師や

児童生徒それぞれに典型的なものがある。これらのことをアクティブ・ラーニングの視点で 1

単位時間のモデルとして作成し、毎時間の活用を図りやすくした。 

 

 

６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT 環境の 

整備状況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレット PC 各学校 9台 教師用 1台 

児童生徒グ

ループ用 8台 

平成 27 年 9

月 

電子黒板（50 イン

チ） 

各学校 2台  平成 22 年 

タブレットPC保管は主にパソコン室や Wi-Fi 環境の整った教室

において行われている。使用については、外国語活動、英語の

時間割にあわせて行った。 

これまで

ICT 活用に

関して取り

組んできた

内容 

 平成 26 年度：文部科学省委託「ICT を活用した教育の推進に

資する実証事業（テーマ 2）」委託（霧島市立向花小学校） 

 平成 26年度～28年度：総務省・文部科学省連携事業「先導的

教育システム実証事業」委託（霧島市立向花小学校） 
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3.23.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

各単元ごとに、ICT 活用で特徴的なものとして「ねらい」「活用場面」「利用する ICT 機器」に

ついて設定するとともに、1 単位時間のモデル例を示している。 

 

 

図 3-26 鹿児島県霧島市 モデルカリキュラムより抜粋 

 

 

 
 

図 3-27 鹿児島県霧島市 １単位時間のモデル例 
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3.24 沖縄県名護市 

3.24.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 沖縄県名護市 

２.実践テーマ ⑤ICT活用による実践的な英語教育 

３.教科等 英語科 

４.学年 中学校１年～3年 
 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 ＊ 発達段階に応じた ICT 活用      

  学年が進むにつれて活用の幅を広げていく 

  「プレゼン作成」「ネット検索」「発表ツール」等すべて１年生から実際にはスタート

するが、入門編的な使い方から学年を追うごとに発展的な使い方へと変化させる。 

 

 デジタル教科書 電子黒板 タブレット ビデオ会議システム 

１ 

年 

 

 

 

 

 

 

★【理解】 

 単語（意味・発音） 

★【理解・表現】 

 リーディング練習 

★【知識理解】 

  文法確認 

  （リスニング） 

 

★【興味関心意欲】 

 資料提示（写真・絵

） 

 

 

 

 

 

 

★【興味関心意欲】 

 クイズ式のアプリ 

★【理解】 

 アプリ練習問題    

 （単元まとめ）    

 

 

★【思考判断・表現】 

  遠隔交流授業 

  ･「自己紹介」 

  ･「思い出の行事」 

      

 

 

 

２ 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

★【思考判断】 

  比較・交流 

★【思考判断・表現】  

 プレゼンテーション 

 

 

 

 

 

★【知識理解 

  思考判断】 

  インターネット調

べ学習 

★【表現】 

 発表ツール 

★【思考判断・表現】 

  遠隔交流（ビデオ

会議システム） 

 

★【思考判断・表現】 

 遠隔交流授業 

   ・「将来の夢」 

 ・「町の紹介」 

    

 

 

 

 

３ 

年 

 

 

 

★【理解】 

   長文聴き取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【思考判断・表現】 

 遠隔交流授業 

  ・「日本文化紹介」 

  ・「中学校生活」 
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 ＊学習過程（導入・展開・まとめ）における ICT 活用 

  「導入・展開・まとめ」の学習過程において、それぞれの場面でどのような活用がで

きるかを整理した。導入部分においては、主に興味関心付けと基礎基本定着のための帯

活動でドリル的な活用を行う。展開部分では、プレゼンテーションを作成することによって

思考・判断・表現力を磨き、また他者の考えや発表内容を比較・交流するためのツールとして電

子黒板やタブレットを活用する。ビデオ会議システムでは、交流することによって学習したこと

を実践的に活用する場面を設定できる。 

 

 

 

デジタル教科書 

 

電子黒板 

 

タブレット 

 

ビデオ会議 

システム 

導 

 

入 

 

 

★【知識理解・表現

】 

   リーディング練習 

 

 

 

★【興味関心意欲】 

  資料・課題提示 

 

 

 

★【興味関心意欲】 

  クイズ式アプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識･理解】 

 単語（意味・発音

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【思考判断・表現】 

  生徒のプレゼンテーショ

ン 

★【思考判断】 

  タブレットPCに書き込

んだ個々の意見や回答

を映し出し比較・交流す

ることにより考えを深

める 

 

★【思考判断】 

 調べ学習 

★【表現】 

 発表ツール 

★【思考判断・表現

】 

 遠隔交流（ビデ

オ会議システム） 

 

 

 

★【思考判断・表現】 

 遠隔交流 

 ・名桜大学留学生と 

交流授業  

 ・海外生徒と交流 

 

 

 

 

 

ま 

 

と 

 

め 

 

 

★【理解】 

 長文聴き取り  

★【知識･理解】 

 文法確認 

 （リスニング） 

 

 

★【思考判断】 

  タブレットPCに書き込んだ

個々の意見や回答を映し出

し比較・交流することに

より考えを深める 

 

★【理解】アプリ 

 （練習問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    以上 2 つの視点を持ちつつカリキュラム全体をながめながら、あくまでも 

「子どもが主体的に」「協働的に」「深い学び」が得られるような授業になるように 

年間計画の作成に努めた。 

モデルカリキュラムの様式では右側欄に「ICT 活用」をまとめた。 

 

 

 

基礎基本定着の帯活動にアプリやフラッシュ教材を活用する 
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６. 参考 

本事業に取

り組む背景 

 

 

 

 

 

 

 

ICT環境の

整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 数量 共有状況 導入時期 

タブレットPC 

 

   6 

 

教師用  

 検証校2校に各3台 

 平成27年度 

 12月 

タブレットPC 

 

  44 

 

生徒用（1学級最大人数）

×検証校2校 

 平成27年度 

 12月 

電子黒板 

 

 

   8 

 

 

市内各校1台    24  平成22年度 

久志中学校 1 

屋我地中学校 1 

 平成27年度 

 12月 

授業用PC 

 

 291 

 

市内全普通教室・特別支

援教室・理科室各1 

 平成27年度 

 3月 

ビデオ会議システム    2 検証校2校に1台  平成28年度 

 

実物投影機   291 授業用PCと併せて  平成28年度 

 

これまでI

CT活用に

関して取

り組んで

きた内容 

 

・市内の海洋技術センター（GODAC)の提供するビデオ会議システムを用

いた青森県むつ市の学校との遠隔交流授業（平成24年～28年） 

・ビデオ会議システムを用いた名桜大学留学生との遠隔交流授業 

・Web会議システムを用いた台湾の小学校との遠隔交流授業 

・アプリを利用したドリル学習 

・電子黒板・タブレットPCを利用したプレゼンテーション  
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3.24.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

 各単元ごとに ICT 活用のねらいを示し、「導入」「展開」「まとめ」の学習過程においてそ

れぞれの ICT 活用場面と教材が設定されている。  

 

 

 

                   

 

 

 

図 3-28 沖縄県名護市 年間指導計画（2年）より一部抜粋 
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3.25 沖縄県宮古島市 

3.25.1 ICT を活用した年間指導計画作成概要 

１.自治体名 沖縄県宮古島市 

２.実践テーマ ⑦課題解決に向けた主体的・協働的な学び 

３.教科等 社会、数学、理科、英語 

４.学年 中学校 1年～3年 

 

５. ICT 活用の配列の考え方 

 ◯授業展開における ICT 活用の考え 

【導入における活用】 

 ・学習者の課題に対する興味関心意欲の向上 

 ・指導者の課題説明における提示 

【展開における活用】 

 ・思考の過程が残せるような活用 

 ・ペアやグループで比較や検討ができるような活用 

 ・学習者による発表を効率的に行える活用 

【まとめにおける活用】 

 ・学習者の発表を用いて授業を振り返る活用 

 

 ◯学習形態における ICT 活用の考え 

【一斉学習】 

 ・課題把握における指導者用デジタル教科書の活用 

【個別学習】 

 ・シミュレーション教材などの活用 

 ・資料収集 

 ・プレゼンテーション作成 

【協働学習】 

 ・考えなどを発表する（共有） 

 ・比較や検討のできる活用 

 

 ◯指導者および学習者の段階的な活用の考え 

【指導者】 

 ・電子黒板での提示や書き込みを活用しての指導 

 ・学習者の発表の効率化（有効化）における活用 

 ・学習者の学びを可視化できる教材の作成 

【学習者】 

 ・資料収集し情報の取捨選択をする能力 

 ・考えや思考過程を論理的にまとめる能力 

 ・他人の意見と自分の意見を比較検討（同調・批判など）する能力 

 

上記のことを踏まえ、単元カリキュラムを作成した。  
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６. 参考 

本事業に

取り組む

背景 

ICT
環
境
の
整
備
状
況 

名称 数量 共有状況 導入時期 

下
地
中 

タブレット PC 145 1 人 1台 平成 23 年 11 月 

電子黒板（50 ｲﾝﾁ） 5 各教室 平成 23 年 11 月 

無線 LAN  校内無線 

LAN 化 

平成 23 年 11 月 

 

久
松
中 

タブレット PC 10 職員室保管 平成 27 年 7 月 

無線 LAN 3 可動式 平成 27 年 7 月 

(2 台) 

平成 28 年 9 月 

(1 台) 

タブレット PC（LTE） 35 １クラス分 平成 28 年 9 月 

大型テレビ(50 ｲﾝﾁ) 6 各教室 平成 22 年 2 月 

電子黒板（50 ｲﾝﾁ） 1 理科室 平成 22 年 2 月 

こ
れ
ま
で
ICT
活
用
に
関
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
内
容 

平成 22 年度 

 総務省「ブロードバンド・オープンモデル実証実験」 

 ブロードバンド・オープンモデルによる小・中学校教員の事務 

軽減のための校務クラウド活用、その後民間事業者の校務クラウ 

ドサービスを利用し現在に至る。 

平成 23、24、25 年度 

 文部科学省「学びのイノベーション事業」／総務省「フューチ 

ャースクール推進事業」 

下地中学校における一人一台タブレット PC環境での協働的な学 

 びの実践。現在も本事業で整備したタブレット PC、電子黒板、無 

 線 LAN 等を活用した授業を日常的に実施。 

平成 26 年度 

 文部科学省「ICT を活用した教育の推進に資する実証事業」 

WG2 の ICT を活用した指導方法の開発の研究 

 理科「天気とその変化」ICT 活用実践事例の映像化（遠隔講義、 

 協働学習）。 

 総務省「先導的教育システム実証事業」のクラウド等の最先端 

情報通信技術を活用した学習・教育システムに関する実証の検証 

協力校 

平成 27 年度 

 文部科学省「ICT を活用した教育推進自治体応援事業」 

ICT 活用実践コース 

  各整備段階に応じたモデル授業カリキュラムを確立し、市内全校 

 へ広く普及させることに取り組む。 

  下地中学校と地元高校とで ICT を活用した農業交流を実践し、 

 栽培から商品化まで実施した。 
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3.25.2 ICT を活用した年間指導計画例（抜粋） 

「授業展開における ICT 活用の考え」「学習形態における ICT 活用の考え」「指導者および学

習者の段階的な活用の考え」という 3 視点を踏まえ単元カリキュラムを作成し、年間指導計画に

反映させている。 

 

 

 
 

 

 

図 3-29 沖縄県宮古島市 モデルカリキュラム（年間指導計画） 3年英語より一部抜粋 
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文部科学省委託 

ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業 成果報告書 

平成 28 年度 ＩＣＴを活用した学びの推進プロジェクト 成果取りまとめ 

ＩＣＴ活用実践コース  

  

平成 29 年 3 月 

 

ＮＴＴラーニングシステムズ株式会社 

教育 ICT 推進部 

 

〒106-8566 東京都港区南麻布 1-6-15 アーバンネット麻布ビル 

TEL ：03-5419-7219 FAX：03-3457-2125 

e-mail： with-school2020@nttls.co.jp 

 

 

 

 

 

 


